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新
興
国
の
旺
盛
な
資
源
需
要
に
一
服
感
が
見
え
、

歴
史
的
な
原
油
安
が
資
源
国
を
直
撃
、
気
候
変
動
対
策
は

パ
リ
協
定
の
発
効
で
一
段
上
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
な
か
、
米
国
に
新
政
権
が
誕
生
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
取
り
巻
く
状
況
は
不
透
明
感
を
増
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
対
す
る
資
源
小
国
日
本
の

立
ち
位
置
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
考
え
た
─
─

地
球
資
源
、

サ
ス
ティ
ナ
ビ
リ
ティへの

転
換
を
考
え
る

鼎
談

基
軸
を

探
る

秋
元
諭
宏 

ワ
シ
ン
ト
ン・イ
ン
サ
イ
ツ
代
表

松
島
　
潤 

豊
田
正
和 

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
理
事
長

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

エ
ネ
ル
ギ
ー・資
源
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
准
教
授
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資
源
を
め
ぐ
る
現
状
と
資
源
小
国
日
本
の
課
題
・
方
策
は
？

気
候
変
動
の
深
刻
化
と
と
も
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
人
々
の
生
活
へ
の
影
響
が
顕
在
化

豊
田　

本
日
の
テ
ー
マ
は
「
地
球
資
源
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ

の
転
換
」
で
す
。

　

45
年
前
の
１
９
７
２
年
に
発
表
さ
れ
た
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
「
成
長
の
限
界
」
で
は
、
人
口
増
加
が
続
け
ば
資
源
の
枯
渇
、

環
境
破
壊
に
よ
っ
て
百
年
以
内
に
人
類
の
成
長
は
限
界
に
達
す
る
と

警
告
。
こ
れ
に
は
当
り
外
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
も
成
長
は
続
い
て

お
り
、
ピ
ー
ク
オ
イ
ル＊

も
逃
げ
水
の
よ
う
に
延
び
て
い
る
点
で
は
、

予
測
が
外
れ
ま
し
た
が
、
環
境
破
壊
、
地
球
温
暖
化
は
今
や
大
い
な

る
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
資
源
の

枯
渇
よ
り
、
気
候
変
動
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
。
ま
ず
松
島
さ
ん
、
少
し
大
き
な
視
点

か
ら
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

松
島　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
、
人
々
の
生
活
や
社
会
を
直
撃
し
始
め

た
時
代
に
入
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
石
油
文
明
を
生
き
て

い
ま
す
。
石
油
と
い
う
の
は
、
初
め
は
採
り
や
す
い
も
の
か
ら
採
っ

て
い
く
の
で
、
残
る
の
は
採
り
に
く
い
も
の
。
石
油
の
生
産
量
自
体

は
確
か
に
増
え
て
い
る
が
、
昔
に
比
べ
採
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
点
で
、
質
は
低
下
し
て
い
る
。

　

採
り
に
く
さ
の
定
量
的
な
指
標
と
し
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
比
」

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
し
て
初
め
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
獲
得
で
き
る
わ
け
で
、
得
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
投
入

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
差
し
引
い
た
も
の
が
正
味
と
し
て
社
会
で
使
え
る
量
。

そ
う
い
う
収
支
比
で
見
る
と
、
確
実
に
質
は
悪
く
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
か
つ
て
石
油
が
採
り
や
す
い

頃
に
つ
く
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て

き
た
。
そ
の
乖
離
が
、
先
進
国
の
中
流
層
を
直
撃
し
て
格
差
を
拡
大

さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

経
済
が
停
滞
す
る
な
か
、
石
油
価
格
の
高
騰
等
か
ら
物
価
が
上
昇
、

一
方
で
給
料
が
下
が
る
と
い
う
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
る
傾
向

は
過
去
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
は
明
確
に
見
ら
れ
た
。
現
在
の
日
本
は

デ
フ
レ
と
言
わ
れ
る
が
、
中
流
層
を
中
心
と
し
た
人
々
の
生
活
は
収

入
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
同
等

の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
原
油
高
騰
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
層
の
生
活
を

直
撃
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
ギ

リ
シ
ャ
の
債
務
問
題
も
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
米
国
大
統
領
選
も
、
中
流
層
以
下
の
生
活
の
現
実
が
反
映
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
最
近
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

理
解
し
や
す
い
。
つ
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
人
々
の
生
活
を
直

撃
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
今
、
最
も
気
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

経
済
・
需
給
・
地
政
学
・
政
策
・
技
術
の
５
要
素
が
絡
み
、

不
透
明
感
を
増
す
な
か
、大
変
革
の
時
代
が
到
来

豊
田　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
人
々
の
生
活
を
直
撃
し
、
政
権
ま
で
も

変
え
た
と
い
う
刺
激
的
な
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
秋
元
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

秋
元　

近
年
は
さ
ら
に
資
源
を
め
ぐ
る
要
素
が
複
雑
に
絡
み
、
不
透

明
感
が
増
し
て
い
ま
す
。
私
は
現
在
ワ
シ
ン
ト
ン
に
住
ん
で
お
り
、

振
り
返
れ
ば
、
２
０
０
０
年
以
降
に
も
専
門
家
の
予
想
を
超
え
る
、

大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
一
時
は
米
国
で
の
ガ
ス

の
需
要
増
を
見
越
し
て
、
米
国
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
輸
入
す
る
よ
う
な
機
運

が
あ
り
ま
し
た
が
、
非
在
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
が
商
業
ベ
ー
ス
に

乗
り
、
逆
に
米
国
か
ら
ガ
ス
を
輸
出
す
る
よ
う
な
展
開
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
脱
炭
素
の
流
れ
と
も
絡
ん
で
原
発
を
推
進
す
る
「
原

子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
」
が
起
き
、
日
本
も
官
民
揃
っ
て
米
国
で
の
新
し

い
波
に
乗
ろ
う
と
す
る
機
運
も
発
生
し
ま
し
た
が
、
安
価
な
非
在
来

型
ガ
ス
が
市
場
に
流
れ
込
む
こ
と
に
な
り
、
状
況
は
一
変
し
ま
し
た
。

　

不
透
明
感
を
増
す
要
素
と
し
て
、
経
済
・
需
給
・
地
政
学
・
政

策
・
技
術
、
と
い
う
五
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
経
済
」
面
で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
代
表
さ
れ
る
新
興
国
の
経
済

発
展
が
あ
り
、
特
に
中
国
に
お
い
て
資
源
の
爆
食
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
が
、
今
や
状
況
は
様
変
わ
り
。
新
興
国
は
成
長
が
減
速
し
、
先
進

国
は
生
産
性
が
伸
び
ず
世
界
経
済
は
当
面
低
成
長
予
想
の
た
め
、
近

年
見
ら
れ
た
よ
う
な
資
源
争
奪
は
当
面
は
起
き
難
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
需
給
」
は
、
ピ
ー
ク
オ
イ
ル
論
が
歴
史
的
に
何
度
も
出
て
、
世
界

最
大
の
サ
ウ
ジ
の
ガ
ワ
ー
ル
油
田
も
含
め
て
限
界
に
達
す
る
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
生
産
増
が
続
い
て
い
る
。
最
近
は
サ

プ
ラ
イ
サ
イ
ド
だ
け
で
な
く
、
デ
マ
ン
ド
サ
イ
ド
で
も
ピ
ー
ク
論
が

登
場
。
温
暖
化
対
策
と
し
て
省
エ
ネ
が
進
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

抑
制
の
可
能
性
も
あ
る
。「
地
政
学
」
的
に
は
、
冷
戦
終
結
後
に
ハ

ン
テ
ィ
ン
ト
ン＊

氏
が
指
摘
し
た
『
文
明
の
衝
突
』
的
な
混
乱
が
継

続
。
資
源
国
は
、
政
情
不
安
を
含
め
て
地
政
学
上
の
課
題
を
抱
え
る

地
域
が
多
い
の
で
、
こ
れ
も
不
透
明
感
を
高
め
て
い
る
。「
政
策
」

は
、
サ
ウ
ジ
の
石
油
以
降
の
経
済
モ
デ
ル
を
模
索
す
る
「
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０＊

」
の
よ
う
な
国
家
政
策
、
あ
る
い
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
総
会
で
政

策
的
に
減
産
を
決
め
た
よ
う
な
、
政
策
に
よ
る
変
動
。
最
後
に
「
技

ピ
ー
ク
オ
イ
ル

石
油
生
産
量
が
最
大
に
達
し
、

次
に
減
少
に
転
じ
る
時
点
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン

（1
9
2
7
-2
0
0
8

）

ア
メ
リ
カ
の
国
際
政
治
学
者
。

冷
戦
後
の
世
界
を
『
文
明
の
衝

突
』
の
時
代
、
特
に
文
明
と
文

明
が
接
す
る
断
層
線
（
フ
ォ
ル

ト
・
ラ
イ
ン
）
で
の
紛
争
が
激

化
し
や
す
い
と
考
察
し
た
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」

16
年
策
定
し
た
長
期
政
策
。

２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

「
活
気
あ
る
社
会
」「
盛
況
な
経

済
」「
野
心
的
な
国
家
」
と
い

う
３
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
達
成
目
標
を
明
記
。
実
現
に

向
け
て
「
国
家
変
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
で
具
体
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

OPEC（石油輸出国機構）は2016年11月30日、ウィーンの本部で開いた総会で減産に合意。
原油生産量を日量3250万バレル（2016年10月の生産量から加盟国全体で約120万バレル減産）とすることを決定した ©Xinhua/Avalon/PPS通信社
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術
」。
ガ
ス
で
言
え
ば
歴
史
的
に
液
化
技
術
に
よ
っ
て
状
況
が
一
変
。

非
在
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
も
存
在
は
何
十
年
も
前
か
ら
わ
か
っ

て
い
た
が
、
探
査
や
水
圧
破
砕
技
術
の
進
展
が
商
業
ベ
ー
ス
の
開
発

を
可
能
に
し
、
状
況
を
一
変
さ
せ
た
。

　

ヤ
ー
ギ
ン＊

氏
の
『
ザ
・
ク
エ
ス
ト
』
で
は
、
石
油
が
今
後
見
つ
か

る
場
所
は
ど
こ
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
は
人
間
の
頭
の
中
だ
、
と
い
う

箇
所
が
あ
り
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
経
済
・
需
給
・
地
政
学
・
政

策
・
技
術
が
絡
み
不
透
明
感
が
増
す
な
か
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ

の
対
応
で
は
、
知
識
、
判
断
、
想
像
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
田　

松
島
さ
ん
が
石
油
時
代
の
シ
ス
テ
ム
の
限
界
を
指
摘
し
、
秋

元
さ
ん
が
不
透
明
な
時
代
と
言
わ
れ
た
が
、
私
も
今
は
数
十
年
に
一

度
の
変
革
が
複
数
同
時
に
起
き
る
「
大
変
革
の
時
代
」
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　

今
、
起
き
て
い
る
石
油
価
格
の
半
減
は
80
年
代
以
来
30
年
ぶ
り
。

中
東
の
危
機
も
繰
り
返
し
起
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
米
国
が
世
界
の

警
察
官
を
辞
め
る
と
い
う
、
い
わ
ば
第
２
次
大
戦
後
の
パ
ク
ス
ア
メ

リ
カ
ー
ナ
が
壊
れ
る
象
徴
と
し
て
中
東
危
機
が
起
き
て
い
る
と
す

れ
ば
、
70
年
ぶ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
球
温
暖
化
の
議
論
は
90

年
代
初
め
に
始
ま
り
、
今
は
25
年
ぶ
り
の
本
格
化
。
そ
し
て
原
子

力
。
79
年
に
Ｔ
Ｍ
Ｉ
事
故
、
86
年
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
が
あ
り
、

２
０
１
１
年
に
福
島
第
一
の
残
念
な
事
故
と
、
25
年
ぶ
り
の
話
で
す
。

加
え
て
ア
メ
リ
カ
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
し
、
従
来
の
ア
メ
リ
カ

の
理
念
外
交
が
利
益
外
交
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
点
で
も
大
変
革

の
時
代
。
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
て
い
ま
す
。

科
学
に
基
づ
い
た
議
論
で
、

現
実
的
に
将
来
を
見
据
え
た
い

豊
田　

そ
う
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、
日
本
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
。

松
島　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
に
関
す
る
科
学
的
な
議
論
が
あ
ま
り
日

本
に
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
私
が
今
、
研
究
し

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
質
の
学
問
は
、
実
は
百
年
前
に
始
ま
っ
て
い

る
が
、
日
本
人
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
結
局
、
日
本
で
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
市
民
の
科
学
が
醸
成
で
き
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
、
日
本
で
は
、
採
り
や
す
い
資
源
か
ら
採
り
に
く
い
資
源

に
移
っ
て
も
、
技
術
が
あ
る
か
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る

学
生
が
多
い
。
あ
る
い
は
才
能
や
努
力
次
第
で
富
を
得
て
豊
か
に
な

れ
る
と
。
一
方
で
、
私
が
教
鞭
を
と
っ
た
ア
ブ
ダ
ビ
を
は
じ
め
、
外

国
の
学
生
は
、
才
能
や
努
力
で
は
物
事
は
解
決
で
き
な
い
と
考
え
て

い
て
、
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
才
能
や
努
力
だ
け
で
実
を
結
べ
る
公

正
な
環
境
で
育
っ
た
こ
と
の
影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

才
能
や
努
力
も
し
く
は
技
術
よ
り
も
、
環
境
こ
そ
が
重
要
だ
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
質
を
考
え
る
出
発
点
で
す
。
つ
ま

り
採
り
に
く
い
石
油
か
採
り
や
す
い
石
油
か
と
い
う
、
社
会
が
置
か

れ
た
環
境
こ
そ
が
支
配
的
要
因
に
な
り
ま
す
。
技
術
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
採
れ
な
か
っ
た
資
源
が
採
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
投
入
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
増
え
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
質
の
科
学
は
そ
こ
を
問

題
視
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
日
本
で
は
学
問
的
に
追
究
さ

れ
て
い
な
い
。

豊
田　

日
本
人
は
努
力
志
向
で
、
あ
る
意
味
楽
観
的
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ア
ブ
ダ
ビ
の
人
々
は
環
境
が
左
右
す
る
と
い
っ
て
悲
観
的
に

な
っ
て
い
る
と
。
そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

松
島　

そ
う
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。
技
術
や
才
能
・
努
力
で
何
と

か
な
る
と
い
う
一
つ
の
楽
観
論
で
す
ね
。
逆
に
、
与
え
ら
れ
た
環
境

で
し
か
人
間
は
生
き
ら
れ
な
い
と
見
て
い
る
ア
ブ
ダ
ビ
の
人
は
悲
観

的
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
現
実
的
で
す
。

豊
田　

で
も
技
術
等
で
解
決
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
日
本
の
将
来
に

対
し
て
悲
観
的
に
見
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
？

松
島　

現
実
を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
現
実
的
な
夢
を
見
た
ほ
う

が
い
い
と
考
え
ま
す
。

秋
元　

技
術
が
問
題
を
解
決
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
技
術
開
発

や
革
新
を
追
求
す
る
際
に
、
ど
う
い
う
取
り
組
み
方
を
す
る
か
が
重

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
勝
者
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
」。
こ
れ
は
ビ

ル
・
ゲ
イ
ツ
の
言
葉
で
す
が
、
例
え
ば
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
は
こ
う

し
た
技
術
革
新
を
促
進
す
る
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム＊

が
あ
り
、
研
究
機

関
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
専
門
の
法
律
事
務

所
、
失
敗
を
恐
れ
ず
敗
者
復
活
を
可
能
に
す
る
起
業
文
化
な
ど
が
集

積
。
そ
う
い
う
環
境
下
で
、
無
数
の
技
術
革
新
を
模
索
す
る
動
き
が

発
生
し
、
失
敗
と
挫
折
の
な
か
か
ら
輝
く
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
。

先
日
、
グ
ー
グ
ル
が
「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト＊

」
と
呼
ぶ
、
新
技
術
の

半
秘
密
研
究
開
発
部
隊
を
訪
問
。「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
（
ド
ロ
ー
ン
物
流
）」、

「
Ｇ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
（
頭
部
装
着
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）」、「
Ｌ
ｏ
ｏ
ｎ
（
宇
宙

風
船
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」
等
、
商
業
化
を
す
ぐ
に
求
め
る
の
で
は
な

く
、
創
造
的
な
技
術
開
発
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
研
究
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
ゲ
イ
ツ
は
、
日
本
は
優
秀
な
技
術
者
が
数
多
く
い
る
一

方
で
、
政
府
主
導
で
有
望
な
技
術
分
野
を
示
し
、
そ
こ
に
資
源
を
投

入
し
て
技
術
開
発
を
促
し
て
き
た
が
、
限
界
に
達
し
て
い
る
と
い
う

見
方
を
し
て
い
る
。
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
が
、

的
外
れ
で
は
な
い
点
が
あ
り
そ
う
で
す
。

エ
コ
シ
ス
テ
ム
、

日
本
は
技
術
革
新
を
生
む
素
地
づ
く
り
か
ら

豊
田　

日
本
の
技
術
開
発
は
大
企
業
中
心
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

が
輩
出
さ
れ
、
新
し
い
技
術
を
大
企
業
に
売
っ
て
次
の
段
階
へ
進
む

豊田　正和　　とよだ　まさかず
日本エネルギー経済研究所理事長
1949年東京都生まれ。東京大学法学部卒。
通商産業省（現・経済産業省）入省。米
プリンストン大学で修士号取得後、IEA

（国際エネルギー機関）派遣。97年の国
連気候変動枠組条約締約国会議（COP3）
では「京都議定書」の国際交渉に携わっ
たほか、2007年のCOP13には政府代表
メンバーとして参加。商務情報政策局長、
通商政策局長、経済産業審議官などを歴
任し、08年退官。内閣官房参与などを経
て、10年より現職。総合資源エネルギー
調査会基本問題委員会委員、同基本政策
分科会委員、産業構造審議会産業技術環
境分科会地球環境小委員会委員など。
https://eneken.ieej.or.jp/about/
president.html

ダ
ニ
エ
ル
・
ヤ
ー
ギ
ン

（1
9
4
7
-

）

ア
メ
リ
カ
の
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
世
界
的
権

威
。
著
書
『T

he Q
uest

』（
邦

題
『
探
求
︱
︱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

世
紀
』）、『
石
油
の
世
紀
』
な
ど
。

エ
コ
シ
ス
テ
ム

生
態
系
の
ご
と
く
シ
ス
テ
ム
化

さ
れ
た
連
携
・
協
業
の
し
く
み
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
を
支
え
る
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
。

ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

実
現
は
極
め
て
困
難
だ
が
、
実

現
す
れ
ば
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
も
た
ら
さ
れ
る
壮
大
な
計
画
、

目
標
。
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場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
最
大
限
働
く
よ
う
環
境
を
整
備
す
る
。
そ
の
環
境

下
で
自
由
な
発
想
を
拡
げ
る
主
役
が
企
業
で
し
ょ
う
。

　

政
府
の
役
割
も
含
め
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス＊

の
議
論
に
入
り

た
い
。
ま
ず
秋
元
さ
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
い
う
考
え
方
は

ア
メ
リ
カ
に
な
い
。
最
適
な
電
源
比
率
を
政
府
が
決
め
る
と
い
う
発

想
が
ア
メ
リ
カ
に
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

秋
元　

日
米
は
、
政
治
と
社
会
の
発
展
の
歴
史
的
経
緯
に
よ
り
政
策

決
定
過
程
が
異
な
り
ま
す
。
大
括
り
で
申
し
あ
げ
る
と
、
ア
メ
リ
カ

は
、
英
国
か
ら
独
立
を
勝
ち
取
り
独
自
の
国
造
り
を
進
め
る
な
か
で
、

タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
伝
統＊

が
示
す
よ
う
に
、
一
見
混
乱

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
民
意
が
下
か
ら
上
が
る
政
治
文
化
。

一
方
、
日
本
は
、
明
治
維
新
後
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
化
し
、

富
国
強
兵
や
殖
産
興
業
で
欧
米
に
追
い
つ
く
こ
と
を
主
眼
と
し
た
た

め
、
政
官
主
導
で
整
然
と
上
か
ら
方
向
を
示
す
政
治
文
化
。

　

こ
う
し
た
政
治
文
化
の
差
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
も
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
05
年
に
成
立
し
た
「
包
括
エ
ネ
ル

ギ
ー
法
」。
英
語
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け

で
、
包
括
と
い
う
言
葉
は
日
本
で
付
記
し
た
も
の
で
す
。
確
か
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
全
項
目
が
並
ん
で
い
る
が
、
相
互
関
連
は
全
く

な
い
。
原
子
力
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
石
油
・
石
炭
等
、
そ
れ

ぞ
れ
に
利
害
を
持
つ
人
々
が
議
会
の
審
議
過
程
で
個
別
に
法
案
に
押

し
込
み
、
政
府
は
総
括
し
て
い
な
い
。

　

日
本
は
資
源
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
ア
メ
リ
カ
と
状
況
が
違
い
、
政

策
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
考
え
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
た
だ
、

そ
の
際
、
短
期
・
中
期
・
長
期
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
。
短

期
と
い
う
の
は
５
年
ほ
ど
の
範
囲
。
例
え
ば
、
震
災
後
、
電
力
会
社

も
政
府
も
大
変
な
苦
労
を
し
な
が
ら
、
国
家
は
貿
易
赤
字
に
な
り
な

が
ら
火
力
発
電
の
ウ
ェ
イ
ト
を
増
や
し
供
給
を
守
っ
た
。
短
期
的
に

は
、
特
に
非
常
時
に
お
い
て
は
、
解
決
す
べ
き
問
題
に
集
中
せ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
そ
れ
は
中
長
期
的
に
最
善
の
方
策
と
は
な
ら
な
い
。

中
期
は
、
短
期
の
議
論
に
と
ら
わ
れ
ず
、
望
ま
し
い
姿
を
描
き
な
が

ら
、
そ
れ
に
向
け
て
具
体
的
な
策
に
取
り
組
む
。
原
発
に
関
す
る
特

別
な
意
識
や
感
情
に
は
最
大
限
配
慮
し
、
自
ら
の
課
題
と
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
が
、
一
方
で
は
数
年
前
ま
で
将
来
的
に
50
％
を
超
え

る
ベ
ー
ス
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
中
核
的
な
も
の
が
、
全
く
考
慮

さ
れ
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が
、
現
実
的
な
の
か
、
理
想
的
な
の
か
、

国
民
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
と
合
意
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。
長

期
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト＊

の
よ
う
に
、
い
つ

ど
う
い
う
形
で
実
現
す
る
か
は
読
め
な
い
が
、
可
能
性
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
そ
う
い
う
時
間
軸
を
意
識
し
た
、
現
実
的
な
視
点
が

重
要
で
す
。

松
島　

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
い
う
考
え
方
は
不
可
欠
で
す
。
但

し
、
あ
れ
も
重
要
こ
れ
も
重
要
と
全
部
入
れ
込
ん
で
し
ま
い
、
総
花

的
に
束
ね
た
だ
け
に
な
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た

進
め
方
も
重
要
で
す
が
、
ま
ず
必
要
な
の
は
、
科
学
的
な
評
価
軸
。

４
〜
５
年
前
か
ら
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
評
価
ツ
ー
ル
と
し
て
実
装
し
た
い
と
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
近
い
う
ち
に
米
国
は
科
学
的
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
政

策
を
つ
く
り
上
げ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

豊
田　

ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
目
標
設
定
型
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ

エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
と
い
う
別
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

松
島　

そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
も

含
め
、
科
学
的
に
評
価
す
る
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
最
適
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
成
を
時
間
軸
も
含
め
た
形
で
組
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

と
い
う
発
展
モ
デ
ル
が
日
本
に
は
少
な
い
。
起
業
家
精
神
が
や
や
弱

い
。
私
も
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
年
１
回
は
伺
う
よ
う
に
し
て
い
て
、

大
変
刺
激
に
な
る
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
は
起
業
家
養
成
の
イ
ン
フ

ラ
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
日
本
が
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
残

念
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
で
も
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
は
メ
ジ
ャ
ー
が
あ
ま
り

関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
分
野
を
、
中
小
企
業
が
長
い
年
月
を
か

け
て
苦
労
を
し
な
が
ら
諦
め
ず
に
や
っ
て
き
た
成
果
。
非
常
に
ア
メ

リ
カ
的
な
技
術
開
発
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

松
島　

シ
ェ
ー
ル
革
命
で
い
え
ば
、
十
数
年
前
に
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
は

ど
う
で
す
か
と
専
門
家
に
尋
ね
る
と
、
か
な
り
否
定
的
な
反
応
ば
か

り
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
変
し
、
技
術
開
発
が
一
気
に
進
ん
だ
。
み

ん
な
が
懸
命
に
取
り
組
む
な
か
で
、
ど
こ
か
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が

起
き
て
躍
進
す
る
フ
ェ
イ
ズ
が
あ
る
。
技
術
予
測
は
難
し
い
が
、
開

発
を
結
実
さ
せ
る
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
素
地
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
資
源
が
眠
る
地
下
の
情
報
を
共
有
す
る
。
米

国
は
公
的
資
金
で
得
た
デ
ー
タ
は
公
開
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
研

究
者
に
す
れ
ば
デ
ー
タ
を
独
り
占
め
し
て
進
め
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

デ
ー
タ
を
公
開
し
、
み
ん
な
で
共
有
し
て
多
角
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
。
そ
ん
な
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
素
地
を
つ
く
る
こ
と
も

必
要
で
す
。３

Ｅ
＋
Ｓ
へ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
課
題
と
方
策
は
？

政
策
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
比
率
を
決
め
る
日
本
、

商
業
ベ
ー
ス
で
利
害
関
係
者
が
個
別
に
主
張
す
る
米
国

豊
田　

こ
う
い
う
不
透
明
な
時
代
に
は
、
政
府
の
支
援
と
起
業
家
精

神
、
両
方
が
必
要
で
す
。
政
府
と
し
て
一
定
の
方
向
性
を
示
し
、
市

秋元　諭宏　　あきもと　さとひろ
ワシントン・インサイツ代表
1958年生まれ。ハーバード大学社会学博
士・東アジア学修士、慶應義塾大学卒、
英ロンドン大学スラブ・東欧学部留学、
旧ソ連レニングラド大学（現・露セント
ペテルスブルグ大学）外国人学科修了書。
米国三菱商事上級副社長・ワシントン事
務所長、三菱商事理事・グローバル渉外
部長などを経て2016年3月退任。経済産
業省21世紀通商・投資の研究会委員、日
本国際問題研究所「技術革新と国際秩序
の変化：日本のエネルギー戦略と資源外
交を考える」研究委員、国土交通省ビジ
ネスジェット推進委員会委員、慶應義塾
大学大学院システムデザインマネジメン
ト研究科特別招聘教授なども歴任。米国
ではヒュースエレクトロニクス（カリ
フォルニア州）、マサチューセッツ教育
テレビ（マサチューセッツ州）などにも
勤務。ワシントン特別区在住。

タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
伝
統

投
票
権
を
持
つ
人
々
が
町
の
集

会
場
（
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）
に
集

ま
っ
て
町
の
政
治
に
つ
い
て
議

論
す
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
民

主
主
義
の
原
点
と
も
言
え
る
伝

統
。

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

「
燃
え
る
氷
」と
言
わ
れ
る
非
在

来
型
天
然
ガ
ス
。
水
分
子
が
つ

く
る
籠
内
に
メ
タ
ン
分
子
が
取

り
込
ま
れ
、
低
温
高
圧
下
で
氷

状
の
固
体
結
晶
と
な
っ
た
も
の
。

温
度
を
上
げ
る
か
圧
力
を
下
げ

る
と
、
メ
タ
ン
ガ
ス
と
水
に
分

解
す
る
こ
と
か
ら
、
発
電
用
燃

料
な
ど
へ
の
利
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
・

２
０
３
０
年
の
電
源
構
成

経済産業省の資料をもとに作成

（総発電電力量）
10,650億kWh程度

再エネ 22～24％
程度

地熱 1.0～1.1％ 程度
バイオマス 3.7～4.6％ 程度

風力 1.7％ 程度
太陽光 7.0％ 程度

水力 8.8～9.2％
程度

原子力 22～20％
程度

LNG 27％ 程度

石炭 26％ 程度

石油 3％ 程度
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松
島　

相
当
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
結
局
、
そ
れ
を
や
ろ
う
と
し
て
、

最
終
的
に
Ｃ
Ｏ
２

は
ま
た
増
え
る
。
化
石
燃
料
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

成
り
立
っ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
大
部
分
を
賄
お
う
と
す

る
と
、
当
初
目
標
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
も
で
き
ず
、
そ
れ
を
上
回
る
Ｃ
Ｏ
２

を
出
し
て
し
ま
う
。
富
を
失
い
、
Ｃ
Ｏ
２

も
出
す
こ
と
に
な
る
。

豊
田　

ド
イ
ツ
等
に
習
っ
た
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
は
、
既
に
賦
課
金＊

合
計
が
極
め
て
高
額

に
な
っ
て
い
る
。
認
証
済
み
の
電
源
が
全
部
稼
動
す
る
と
、
57
兆
円

近
い
賦
課
金
を
国
民
が
支
払
う
。
原
子
力
発
電
所
事
故
の
賠
償
・
廃

炉
費
用
が
21
兆
円
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
こ

れ
を
は
る
か
に
上
回
る
賦
課
金
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
た

め
に
支
払
う
。
こ
れ
は
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
々
に
共
有
し
て
ほ
し
い
事

実
で
す
。

情
緒
が
先
行
し
が
ち
な
日
本
の
原
子
力
議
論
、

技
術
と
規
制
と
文
化
で
原
子
力
の
安
全
を
守
る

豊
田　

原
子
力
に
つ
い
て
は
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

松
島　

今
、
大
変
重
要
な
局
面
に
い
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
科
学
の
議
論
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
情
緒
的
な
反
応
が
未
だ
続

い
て
い
る
。
む
し
ろ
科
学
の
問
題
と
し
て
議
論
す
べ
き
。
も
と
も
と

震
災
前
は
原
子
力
比
率
を
５
割
に
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
に

は
５
割
に
す
る
根
拠
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
た
と
え
事
故
が
起
き
て
も
、

そ
う
判
断
し
た
と
こ
ろ
か
ら
議
論
を
進
め
る
べ
き
。
人
間
が
や
る
こ

と
で
あ
り
、
事
故
が
起
き
る
の
は
や
む
を
得
な
い
が
、
事
故
が
起
き

た
か
ら
比
率
を
下
げ
る
と
い
う
の
で
は
筋
が
通
ら
な
い
。

豊
田　

２
０
１
０
年
当
時
、
先
進
国
は
２
０
５
０
年
に
向
け
て
80
％

温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
べ
き
と
の
考
え
方
の
も
と
、
日
本
は
原
子

力
を
大
幅
に
増
や
さ
な
い
と
難
し
い
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
。
今
回

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
が
脆
弱
な
日
本
、

も
っ
と
国
益
を
前
面
に
出
し
て
も
い
い

豊
田　

私
も
審
議
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
策
定

に
携
わ
り
ま
し
た
が
、
日
米
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
違
い
は
、
日
本

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
僅
か
６
％
と
い
う
超
エ
ネ
ル
ギ
ー
貧
国
で
あ

る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
今
や
輸
出
国
に
な
ら
ん
と
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
大
国
で
あ
る
と
い
う
環
境
の
差
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考

え
ま
す
。

秋
元　

そ
う
で
す
ね
。
日
本
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
脆
弱
性

が
あ
る
。
国
家
基
盤
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
担
保
す
る
こ

と
を
ま
ず
前
提
条
件
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
民
間
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
リ
ア
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
そ
の
視

点
も
明
確
に
入
れ
て
い
く
。
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
視
点
で
、
触
れ
て

お
き
た
い
の
が
地
球
温
暖
化
対
策
で
す
。
国
際
的
な
気
候
変
動
の
枠

組
み
づ
く
り
と
実
践
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
、
国
際
社
会
が
全
体

と
し
て
前
向
き
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
あ
ま
り

一
国
だ
け
で
前
の
め
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
現
実
問
題

と
し
て
経
済
競
争
と
い
う
側
面
が
あ
る
わ
け
で
、
国
益
を
考
え
つ
つ
、

周
り
と
の
釣
り
合
い
も
見
て
決
め
て
い
く
と
い
う
の
が
現
実
的
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

豊
田　

な
る
ほ
ど
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
３
Ｅ
＋
Ｓ
、

安
全
（
Ｓ
・
セ
イ
フ
テ
ィ
）
を
大
前
提
に
、
Ｅ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
は
、
３
・
11
前
を
上
回
る
自
給
率
の
水
準

（
概
ね
25
％
程
度
）。
も
う
一
つ
の
Ｅ
・
エ
ン
バ
イ
ロ
メ
ン
ト
の
観
点

か
ら
は
欧
米
と
遜
色
の
な
い
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
。
最
後
の

Ｅ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ
ー
、
経
済
性
の
観
点
か
ら

は
現
状
よ
り
も
電
力
料
金
が
低
く
な
る
こ
と
。
こ
の
三
つ
の
政
策
目

標
を
満
た
す
べ
く
、
一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し
な
い
多
様
性
の

あ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
形
で
電
源
構
成
比
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金
57
兆
円
の
現
実
、

再
エ
ネ
は
無
理
に
増
や
す
と
Ｃ
Ｏ
２

が
増
え
富
も
失
う

豊
田　

た
だ
、
よ
う
や
く
決
ま
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
滞
り

な
く
実
現
に
向
か
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
日
本
で
は
世
界
の
倍
ほ
ど
の
高
コ
ス
ト
、
原
子
力
再
稼
動
は
ま
だ

ま
だ
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
、
化
石
燃
料
は
な
か
な
か
減
ら
な
い
、
と

実
現
の
困
難
性
も
見
え
て
き
た
。
ま
ず
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可

能
性
と
限
界
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

松
島　

エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
観
点
で
は
、
大
規
模
に
導
入
す
る
こ
と

は
厳
し
い
で
す
ね
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
は
、
目
標
と
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
、
結
果
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が

あ
る
。
目
標
ど
お
り
に
進
め
る
と
無
理
を
し
た
り
ひ
ず
み
が
生
じ
た

り
す
る
。
無
理
を
し
つ
つ
目
標
値
ど
お
り
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
導
入
す
る
と
、
結
果
と
し
て
富
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

豊
田　

結
果
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
は
？

松
島　

例
え
ば
、
各
々
の
小
規
模
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
自
分
た
ち
は

こ
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
を
使
う
ん
だ
と
い
う
の
が
先
で
、
そ
れ
を
見

て
そ
う
い
う
使
い
方
が
で
き
る
な
ら
、
全
国
で
こ
こ
と
こ
こ
で
も
展

開
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
で
増
や
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

豊
田　

そ
の
結
果
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
が
決
ま
る

と
。
逆
に
ド
イ
ツ
は
福
島
第
一
の
事
故
後
、
原
子
力
を
や
め
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
８
割
と
い
う
目
標
を
立
て
た
。
太
陽
光
や
風
力
な

ど
自
然
に
は
優
し
く
安
全
保
障
に
は
良
い
が
、
火
力
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
な
し
に
不
安
定
な
電
源
で
８
割
と
い
う
の
は
可
能
で
す
か
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促

進
賦
課
金
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
太
陽
光
・
風
力
・
地
熱
・

中
小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
）

で
発
電
し
た
電
気
を
、
電
力
会

社
等
が
一
定
期
間
・
固
定
価
格

で
買
い
取
る
固
定
価
格
買
取
制

度
（Feed-in T

ariff

＝
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）
に
お
い
て
、
買
取
費
用
を

電
気
の
利
用
者
全
員
か
ら
賦
課

金
と
い
う
形
で
集
め
、
今
は
ま

だ
コ
ス
ト
の
高
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
支
え
て
い

る
。

松島　潤　　まつしま　じゅん
東京大学大学院工学系研究科エネルギ
ー・資源フロンティアセンター准教授
1969年東京都生まれ。東京大学工学部精
密機械工学科卒、同大学院工学系研究科
資源開発工学専攻修士課程修了。工学博
士。通商産業省工業技術院地質調査所入
所、東京大学工学部総合試験所助手、産
業技術総合研究所、石油天然ガス・金属
鉱物資源機構を経て、2005年東京大学大
学院工学系研究科地球システム工学専攻
助教授、のち現職。物理探査による資源
探査、エネルギーと社会の科学を研究。
資源エネルギー庁地層処分基盤研究開発
調整会議外部有識者委員会地質環境分野
委員。UAEアブダビ石油大学でも教鞭
を執る。
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/jmatsushima/
member/matsushima.html 

経済産業省 資源エネルギー庁の資料をもとに作成

費用負担調整機関

国
調達価格等算定委員会

小売電気
事業者再生可能

エネルギー
発電事業者

太陽光
風力
地熱

中小水力
バイオマス

住宅用太陽光
（余剰電力）

再生可能エネルギーに
よる電気を売電

一定期間
固定価格で買取り

設備認定

電気を供給

電気料金とあわせて
賦課金を支払う

賦
課
金
単
価
の
決
定

賦
課
金
の
納
付

買
取
単
価・期
間
の
決
定

買
取
費
用
の
交
付

電気の
消費者
一般家庭

商店
オフィスビル

工場 等
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た
世
界
最
高
水
準
の
安
全
性
を
追
求
し
て
ほ
し
い
。

　

一
方
で
国
民
の
安
全
文
化
は
、
な
か
な
か
許
容
レ
ベ
ル
ま
で
リ
ス

ク
を
下
げ
る
合
意
が
な
さ
れ
な
い
。
結
果
と
し
て
、
国
民
の
不
安
を

反
映
し
た
よ
う
な
司
法
判
断
の
仮
処
分
で
再
稼
動
を
止
め
ら
れ
た
こ

と
に
加
え
、
発
電
所
が
立
地
す
る
地
方
に
お
い
て
住
民
や
知
事
の
支

持
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
再
稼
動
を
困
難
に
し
て
い
る
。

リ
ス
ク
と
は
一
体
何
か
を
し
っ
か
り
国
民
と
と
も
に
議
論
し
て
共
有

す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

国
富
流
出
や
世
界
の
現
実
、

真
の
リ
ス
ク
の
見
極
め
を

秋
元　

直
接
の
安
全
リ
ス
ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
に
原
発
を
止

め
た
こ
と
に
よ
る
国
富
の
流
出
は
膨
大
で
す
。
直
接
的
に
は
電
気
料

金
の
形
で
国
民
も
負
担
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
原
発
に
関
す
る
意

識
や
感
情
に
は
最
大
限
の
配
慮
を
行
い
な
が
ら
、
現
実
に
基
づ
い
た

議
論
を
粘
り
強
く
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
欧
州
で
も
国
に
よ
っ
て
考
え
方
が
異
な
り
、

イ
ギ
リ
ス
は
今
も
原
子
力
推
進
だ
が
、
ド
イ
ツ
は
脱
原
発
。
ド
イ
ツ

は
自
国
で
は
原
子
力
を
な
く
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
で
つ
く

ら
れ
た
電
気
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
石
炭
で
つ
く
ら
れ
た
電
気
を
輸
入
し

て
い
て
矛
盾
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
原
発
廃
止
に
関
連
し
た
政
策
決
定

過
程
の
誤
謬
と
リ
ス
ク
を
指
摘
す
る
声
も
あ
り
、
日
本
は
国
家
の
中

長
期
計
画
と
し
て
時
間
を
か
け
て
国
民
合
意
を
形
成
す
る
べ
き
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
電
源
決
定
要
因
は
商
業
ベ
ー
ス
、
経
済
性
が
第
一
。

従
っ
て
、
当
面
は
非
在
来
型
の
安
価
な
ガ
ス
の
登
場
で
原
子
力
の
新

設
は
望
め
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
な
か
、
米
国
の
専
門
家
は
、
国
際
市

場
に
お
い
て
、
日
本
が
商
業
原
子
力
発
電
か
ら
退
い
て
い
く
と
、
ロ

シ
ア
製
や
中
国
製
が
世
界
を
席
巻
し
、
世
界
の
原
子
力
安
全
と
い
う

の
比
率
で
は
こ
の
軌
道
か
ら
外
れ
て
、
原
子
力
比
率
を
大
き
く
下
げ

た
こ
と
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
と
れ
た
。
し
か
し
下
げ
た
比
率
す
ら
実

現
は
容
易
で
は
な
い
。

　

ど
う
も
日
本
と
欧
米
で
は
、
リ
ス
ク
に
関
す
る
考
え
方
が
大
分
違

う
の
で
は
な
い
か
。
欧
米
で
は
、
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら
ず
、
許

容
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
下
が
れ
ば
良
い
と
い
う
発
想
。
日
本
は
事
故

前
は
完
璧
に
安
全
だ
と
認
識
さ
れ
、
事
故
後
は
完
璧
に
危
険
で
あ
る

こ
と
を
前
提
に
し
た
議
論
と
な
り
が
ち
。
リ
ス
ク
を
許
容
レ
ベ
ル
ま

で
下
げ
る
と
い
う
発
想
が
日
本
に
根
づ
い
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

秋
元　

リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
け
ば
、
１
０
０
％
安
全
と
断
言
で
き
る

も
の
は
少
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
の
時
間
を
か
け
、
し
っ

か
り
と
地
に
足
が
着
い
た
議
論
を
行
い
、
合
意
を
形
成
し
て
い
く
。

先
頃
高
校
生
が
福
島
第
一
原
発
を
視
察
し
、
初
め
て
十
代
の
方
が
構

内
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。
何
十
年
に
も
及
ぶ
課
題
で
す
の
で
、
若
者

も
巻
き
込
ん
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
リ
ス
ク
に
関
し
て
、
現
実

的
な
議
論
を
進
め
る
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

豊
田　

私
自
身
は
原
発
の
安
全
は
、
技
術
と
規
制
ス
キ
ー
ム
と
文
化
、

こ
の
三
つ
で
成
り
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

技
術
に
つ
い
て
は
、
福
島
に
お
い
て
少
な
く
と
も
地
震
に
は
耐
え

た
。
津
波
で
全
電
源
喪
失
し
た
が
ゆ
え
の
事
故
で
、
必
ず
し
も
技
術

の
問
題
で
な
く
規
制
の
問
題
。
全
電
源
喪
失
対
策
規
制
が
な
か
っ
た

た
め
で
す
が
、
独
立
し
た
規
制
機
関
を
設
立
し
、
そ
こ
は
、
既
に
改

め
、
新
た
な
規
制
も
つ
く
っ
た
。

　

問
題
は
安
全
文
化
。
電
力
業
界
に
は
規
制
機
関
の
規
制
レ
ベ
ル
を

自
主
的
に
超
え
て
、
さ
ら
に
高
み
に
挑
む
と
い
う
安
全
文
化
の
確
立

を
望
み
た
い
。
事
故
後
の
12
年
11
月
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
原
子
力
発
電
運
転
協
会
）
を
モ
デ
ル
に
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
（
原
子

力
安
全
推
進
協
会
）
を
設
立
。
こ
こ
を
起
点
に
規
制
レ
ベ
ル
を
超
え

点
で
懸
念
を
抱
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
方
々
は
、
日
本
が
培
っ
て

き
た
技
術
力
や
、
日
本
人
特
有
の
精
密
で
完
璧
を
求
め
る
気
質
を
高

く
評
価
し
て
お
り
、
日
本
に
対
す
る
期
待
も
大
き
い
。
現
行
の
日
米

原
子
力
協
定
の
満
期
を
18
年
７
月
に
控
え
て
、
米
国
と
は
原
子
力
に

つ
い
て
意
思
疎
通
を
十
分
に
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
制
度
は

弾
力
的
に
見
直
し
た
い

豊
田　

も
う
一
点
、
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
由
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
50
州
中
、
自
由
化
し
て
い
る
の
は
13
州
、
及
び
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
し
か
な
い
。
日
本
は
16
年
４
月
に
電
力
小
売
を
全
面
自
由

化
し
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
自
由
化
ゆ
え
に
設
備
投
資
が
抑
制
さ
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
が
阻
害
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
新

た
な
規
制
も
増
え
て
い
る
。
電
力
と
い
う
公
共
財
の
自
由
化
に
つ
い

て
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

秋
元　

一
般
論
で
言
え
ば
自
由
化
は
効
率
や
競
争
と
い
う
意
味
で
利

点
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
進
め
る
こ
と
で
安
定
供
給
が
阻
ま
れ
る

等
の
不
都
合
が
生
じ
る
の
で
は
困
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
停
電
は
じ
め
、
何
回
も
失
敗
を
重
ね
て
い
る
。
日
本
は
安
定
供

給
確
保
の
た
め
、
自
由
化
と
規
制
の
良
い
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
長
期
的
枠
組
み
は
決
め
、
短
中

期
的
に
は
状
況
に
応
じ
て
調
整
で
き
る
形
が
い
い
で
し
ょ
う
ね
。

豊
田　

確
か
に
公
共
財
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
に
任
せ
る
わ
け
に

は
い
か
ず
、
規
制
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
今
、
自
由
化
の
詳
細
設
計
が
進
ん
で
い
る
。

　

自
由
化
で
先
行
し
た
欧
州
で
は
今
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
ザ
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
リ
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
言
葉
が
流
行
だ
そ
う
で
す
。
市
場
改

革
し
た
も
の
の
多
く
の
問
題
が
出
て
、
再
び
改
革
す
る
。
日
本
は
同
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じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
自
由
化
の
詳
細
設
計
を
し
っ
か
り
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
逆
に
、
あ
ま
り
か
っ
ち
り
つ
く
ら
ず
、
状
況
に
応

じ
て
弾
力
的
に
見
直
す
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

米
新
政
権
誕
生
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
転
換
の
行
方
は
？

温
暖
化
対
策
は
重
要
だ
が
、達
成
不
能
な
目
標
で
な
く

現
実
的
な
目
標
に
修
正
合
意
す
る
こ
と
も
大
事

豊
田　

ま
も
な
く
米
国
に
新
政
権
が
誕
生
し
ま
す
。
米
国
の
理
念
、

民
主
主
義
や
人
権
に
最
大
価
値
を
置
く
よ
り
は
、
米
国
第
一
主
義
で

米
国
に
と
っ
て
の
利
益
を
前
面
に
押
し
出
す
政
権
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
在
住
の
秋
元
さ
ん
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
ど
う
な
り
ま

す
か
ね
。

秋
元　

現
段
階
で
ト
ラ
ン
プ
政
権
全
体
に
つ
い
て
明
確
な
こ
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
は
比
較
的
明
確
で
す
。
有
権
者
が

最
も
重
視
す
る
米
国
の
経
済
成
長
と
雇
用
創
出
に
直
結
す
る
形
で
、

①
連
邦
管
轄
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
推
進
。
②
石
油
・
ガ
ス
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
な
ど
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
。
③
石
炭
火
力
発
電
所
か
ら

の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
策
で
あ
る
オ
バ
マ
政
権
の
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
計
画＊

の

見
直
し
。
④
パ
リ
協
定
か
ら
の
脱
退
。
法
的
な
脱
退
は
難
し
い
と
し

て
も
、
大
統
領
府
も
し
く
は
議
会
で
の
予
算
手
続
き
等
を
通
じ
て
取

り
組
み
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
四
つ
で
す
。

豊
田　

パ
リ
協
定
離
脱
と
な
れ
ば
深
刻
な
話
で
す
ね
。

松
島　

私
も
選
挙
中
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
注
目
し
て
い
ま
し
た
。

ヒ
ラ
リ
ー
氏
は
オ
バ
マ
氏
の
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
計
画
を
継
承
す
る
よ

う
な
ス
タ
ン
ス
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
困
っ
て
い
る
国
民
の
目
の
前
の
生

活
重
視
の
ス
タ
ン
ス
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
論
的
に
は
、
ト
ラ
ン
プ

氏
の
ほ
う
が
正
論
に
近
い
。
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
人
た
ち
に
す
ご

く
響
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
Ｃ
Ｏ
２

対
策
は
中
長
期
的

に
は
重
要
で
す
が
、
目
の
前
の
生
活
を
良
く
し
て
は
く
れ
な
い
。
目

の
前
に
あ
る
国
民
生
活
を
優
先
し
た
点
が
評
価
さ
れ
た
の
か
な
と
。

豊
田　

目
の
前
の
生
活
優
先
は
わ
か
り
ま
す
が
、
10
年
先
20
年
先
の

持
続
的
生
活
の
た
め
の
温
暖
化
対
策
は
忘
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

秋
元　

忘
れ
て
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
安
く
て
豊
富

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
前
提
に
成
り
立
っ
て
い
る
生
活
な
わ
け
で
す
が
、

少
し
ず
つ
変
化
も
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
政
策
的
な
自
動
車
燃
費
基

準
の
強
化
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
加
え
て
一
般
の
人
の
行
動
が
変
わ

り
始
め
た
。
私
の
住
む
地
域
で
は
、
電
力
会
社
か
ら
自
宅
の
消
費
電

力
や
省
エ
ネ
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
毎
月
届
く
。
そ
れ
に
対
す
る
住
民

の
反
応
は
当
初
の
予
想
よ
り
大
き
い
。
意
識
の
高
い
住
民
が
多
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
体
と
し
て
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
べ
き

と
い
う
機
運
は
あ
る
。
さ
ら
に
米
国
で
は
連
邦
政
府
だ
け
で
は
な
く
、

州
政
府
が
か
な
り
の
権
限
を
有
し
て
お
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を

筆
頭
と
し
て
、
温
暖
化
対
策
に
熱
心
な
州
も
多
い
。
但
し
、
連
邦
レ

ベ
ル
で
は
一
国
だ
け
が
損
を
し
て
ま
で
や
る
必
要
は
な
い
と
い
う
考

え
が
、
現
状
は
前
面
に
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

松
島　

確
か
に
財
政
的
に
厳
し
い
と
、
温
暖
化
対
策
へ
の
プ
ラ
イ
オ

リ
テ
ィ
を
欠
い
て
く
る
国
は
ど
う
し
て
も
現
れ
る
。
し
か
も
米
国
が

そ
う
な
れ
ば
、
や
は
り
影
響
は
大
き
い
で
し
ょ
う
ね
。

豊
田　

私
は
温
暖
化
対
策
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
で
き
そ
う
も

な
い
こ
と
を
目
標
に
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

１
８
０
カ
国
以
上
が
削
減
目
標
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
パ
リ
協
定
は

確
か
に
素
晴
ら
し
い
が
、
一
方
、
削
減
目
標
を
全
部
足
す
と
温
室
効

果
ガ
ス
は
、
増
え
続
け
て
い
る
。
２
０
５
０
年
半
減
は
、
極
め
て
困

難
で
す
。
目
標
だ
け
立
派
で
身
体
が
つ
い
て
い
っ
て
い
な
い
。
達
成

不
能
な
目
標
に
向
け
て
批
判
し
あ
う
よ
り
は
、
適
応
対
策
や
技
術
革

新
を
議
論
す
る
ほ
う
が
建
設
的
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
Ｇ
７
を
含

め
た
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
協
議
で
、
よ
り
現
実
的
な
目
標
を
主
張
す
れ

ば
、
新
た
な
合
意
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

米
国
が
中
東
か
ら
手
を
引
け
ば
日
本
の
チ
ャ
ン
ス
拡
大
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
感
度
の
高
い
国
が
時
代
を
制
す
る

豊
田　

私
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
気
に
し
て
い
る
の
は
中
東
問
題
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
対
策
以
外
、
中
東
か
ら
手
を
引
い
て
し

ま
っ
て
、
中
東
が
地
政
学
的
に
不
安
定
に
な
る
と
困
り
ま
す
。

松
島　

中
東
の
油
田
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
論
的
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
収
支
が
極
め
て
高
い
良
質
な
も
の
で
す
。
一
方
、
シ
ェ
ー
ル
オ

イ
ル
は
、
ま
だ
高
度
な
技
術
を
要
す
る
油
田
。
米
国
が
外
に
出
て
行

か
ず
、
自
国
の
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
だ
け
を
採
る
と
い
う
な
ら
、
日
本

に
と
っ
て
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
。

豊
田　

ア
メ
リ
カ
が
後
退
す
れ
ば
日
本
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
。

松
島　

そ
う
で
す
。
た
だ
中
東
の
安
定
に
つ
い
て
は
、
中
国
が
中
東

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ア
ブ
ダ
ビ
で
は
こ
こ
数

年
で
大
幅
に
中
国
人
が
増
え
て
い
て
、
私
の
い
た
大
学
も
、
大
学
院

生
の
半
数
が
中
国
人
。
ア
メ
リ
カ
が
い
な
く
な
っ
た
あ
と
は
、
中
国

が
席
巻
す
る
。

豊
田　

な
る
ほ
ど
。
私
の
期
待
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
プ
ー
チ
ン
氏
の

良
好
な
関
係
構
築
。
現
在
の
中
東
の
不
幸
は
、
米
ロ
対
立
が
ベ
ー
ス

に
あ
る
た
め
、
米
ロ
が
し
っ
か
り
手
を
組
ん
で
、
中
東
産
油
国
の
情

勢
が
安
定
す
る
方
策
を
考
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

松
島　

要
す
る
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
ど
の
国
に
と
っ
て
も

極
め
て
重
要
な
柱
の
一
つ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
感
度
の
高
い
国
こ

そ
が
、
こ
の
時
代
を
制
し
て
い
く
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
計
画

オ
バ
マ
政
権
が
15
年
公
表
し
た

２
０
３
０
年
に
向
け
た
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
基
本
計
画
。
石
炭
火

力
発
電
所
の
発
電
効
率
向
上
、

老
朽
石
炭
火
力
を
廃
止
し
て
天

然
ガ
ス
発
電
所
に
切
り
替
え
る
、

通
常
の
石
炭
火
力
発
電
所
を
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所

（
風
力
・
太
陽
光
）
に
切
り
替
え

る
、
こ
と
を
柱
に
、
既
存
火
力

発
電
所
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を

規
制
す
る
も
の
。

シェール革命により新興の産油地帯となったアメリカ・ノースダコタ州バッケンでのシェールオイル開発 ©alamy/PPS通信社
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新
興
国
の
安
全
保
障
を
担
保
す
る
電
力
供
給
へ
、

日
米
同
盟
を
基
軸
に
現
実
的
で
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
行
動
を

秋
元　

そ
う
で
す
ね
。
気
候
変
動
対
策
に
関
連
し
、
オ
バ
マ
政
権
は
、

石
炭
は
「
ダ
ー
テ
ィ
」
で
あ
る
と
厳
し
い
態
度
を
取
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
石
炭
は
世
界
中
に
豊
富
に
存
在
し
、
比
較
的
安
価
に
確
保
で

き
る
た
め
、
移
行
期
の
資
源
と
し
て
重
要
で
す
。
民
主
党
の
ク
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
計
画
で
も
２
０
３
０
年
に
石
炭
は
発
電
燃
料
の
４
分
の
１

を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
視
点
か
ら
は
、
開
発
途
上

国
で
の
超
々
臨
界
圧＊

発
電
所
の
設
置
は
、
①
人
間
と
し
て
尊
厳
あ
る

生
活
の
基
盤
を
な
す
「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
担
保
す
る
電
力
の
安

定
供
給
、
②
日
本
と
相
手
国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
け
る
互
恵
と
信

頼
の
関
係
構
築
、
③
低
効
率
石
炭
焚
発
電
所
の
設
置
防
止
等
の
点
か

ら
当
面
の
現
実
的
な
対
応
策
に
な
る
。
オ
バ
マ
政
権
は
石
炭
焚
発
電

所
へ
の
国
際
金
融
機
関
の
資
金
提
供
を
禁
止
す
る
よ
う
な
原
理
的
立

場
で
し
た
が
、
日
本
の
働
き
か
け
も
あ
り
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
高
効
率
の

超
々
臨
界
圧
へ
の
融
資
を
承
認
し
ま
し
た
。
短
中
期
に
は
こ
う
し
た

現
実
的
対
応
を
行
い
な
が
ら
、
長
期
的
な
展
望
と
備
え
を
忘
れ
な
い

こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
日
本
は
、
日
米
同
盟
を
堅
持
し
な
が
ら
、
自
国
の
国
益

を
明
確
に
定
め
、
最
大
化
す
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
日
本
は
米
国
の
制
裁
対
象
国
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
つ
い

て
米
政
府
の
意
向
に
極
め
て
敏
感
。
一
方
欧
州
は
、
米
国
の
制
裁
対

象
国
に
お
い
て
よ
り
柔
軟
な
対
応
。
米
国
は
同
盟
国
が
主
権
国
と
し

て
国
益
を
追
求
す
る
こ
と
は
当
然
認
識
し
て
お
り
、
日
米
同
盟
の
基

軸
の
中
で
ど
こ
ま
で
が
許
容
し
得
る
範
囲
で
、
ど
こ
を
超
え
る
と
日

米
の
利
害
が
鮮
明
化
す
る
か
、
自
ら
し
っ
か
り
見
極
め
て
動
く
べ
き
。

相
手
に
合
わ
せ
て
ば
か
り
い
れ
ば
振
り
回
さ
れ
ま
す
。
日
本
は
官
民

共
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
情
報
収
集
や
分
析
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
、

人
脈
を
築
い
て
き
ま
し
た
が
、
知
見
、
行
動
力
、
人
柄
、
語
学
等
の

面
で
の
適
任
者
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
ま
す
。
ト
ラ
ン

プ
政
権
で
は
、
プ
ロ
ト
コ
ル
や
前
例
が
無
視
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
人

脈
の
効
果
が
薄
ま
り
そ
う
な
の
で
、
注
意
が
必
要
と
感
じ
ま
す
。

豊
田　

私
は
一
言
で
言
え
ば
、「
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
く
」
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
ま
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

も
通
商
政
策
も
未
定
な
面
が
多
そ
う
だ
。
決
ま
る
ま
で
た
だ
待
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
日
本
か
ら
こ
う
す
べ
き

と
提
案
し
て
、
一
緒
に
解
決
策
を
見
出
す
よ

う
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
日
の
鼎
談
で
は
、
資
源
大
国
の
米
国

や
、
周
辺
国
か
ら
電
力
輸
入
が
で
き
る
ド
イ

ツ
と
も
異
な
る
、
日
本
の
最
大
の
弱
み
で
あ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
め
ぐ
り
多
様
な
課
題

に
触
れ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
と
認
識

を
共
有
し
つ
つ
、
持
続
的
成
長
に
向
け
た
正

し
い
解
決
策
を
見
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
６
年
11
月
29
日 

実
施
）　

編
集
／
田
窪
由
美
子

超
々
臨
界
圧
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
）

現
段
階
で
最
高
効
率
の
石
炭
火

力
。
蒸
気
温
度
５
６
６
℃
以
上
、

蒸
気
圧
22
・
１
MPa
の
微
粉
炭
火

力
。
発
電
効
率
40
％
程
度
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
８
２
０
ｇ
／
kWh
程
度
。

な
お
、よ
り
低
効
率
で
Ｃ
Ｏ
２

排

出
の
多
い
超
臨
界
圧
（
Ｓ
Ｃ
）、

亜
臨
界
圧
（
Ｓ
ｕ
ｂ–

Ｃ
）
も

あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
融
資
を
認

め
る
の
は
、Ｕ
Ｓ
Ｃ
の
ほ
か
、低

所
得
国
や
島
嶼
国
向
け
な
ど
の

中
小
規
模
の
Ｓ
Ｃ
、
小
規
模
の

Ｓ
ｕ
ｂ–

Ｃ
に
限
っ
て
い
る
。

地球資源への
視点
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石油・ガス・石炭・ウラン・そして再生可能エネルギー──

現代文明のエンジンである地球資源をめぐる状況は大きく変動しているが、

資源小国日本という現実は変わらない。

「枯渇リスクと資源戦略」「資源開発」「気候変動」など、

地球資源をめぐる各側面について、各分野の専門家・有識者の意見を聴いた──
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私
が
子
供
の
頃
、
石
油
の
可
採
年
数
は
30
年
と
言

わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
53
年
と
伸
び
て
い
る
。
天
然

ガ
ス
も
、
在
来
型
で
は
54
年
だ
が
、
技
術
が
進
展
し

経
済
的
に
採
掘
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
な
ど
の
非
在
来
型
を
加
え
る
と
、
１
６
０
年
に
な

る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。

　

可
採
年
数
と
は
、
確
認
可
採
埋
蔵
量
（
現
在
の
技

術
で
経
済
的
に
採
掘
で
き
る
埋
蔵
量
）
を
、
年
間
生

産
量
で
割
っ
た
値
。
だ
か
ら
、
新
規
鉱
区
の
発
見
だ

け
で
な
く
技
術
革
新
や
資
源
価
格
次
第
で
延
び
る
。

例
え
ば
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
で
は
、
価
格
が
安
け
れ
ば
、

掘
り
や
す
い
シ
ェ
ー
ル
層
し
か
掘
ら
ず
生
産
が
絞
ら

れ
る
が
、
価
格
が
上
が
れ
ば
多
少
採
掘
が
困
難
な
層

で
も
ペ
イ
す
る
た
め
、
確
認
可
採
埋
蔵
量
は
増
え
、

可
採
年
数
も
延
び
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
２
０

５
０
年
頃
ま
で
油
も
ガ
ス
も
枯
渇
の
心
配
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。
た
だ
、
資
源
は
有
限
で
あ
り
、
制
約

は
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。

　

加
え
て
、
近
年
見
過
ご
せ
な
い
の
が
環
境
制
約

だ
。
先
頃
発
効
し
た
パ
リ
協
定
で
は
、
世
界
の
平
均

気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
と
比
べ
て
２
℃
未
満
に
抑

え
る
目
標
が
合
意
さ
れ
、
日
本
も
国
際
的
責
務
と
し

て
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
既
に
化

石
燃
料
、
と
り
わ
け
石
炭
の
使
用
に
対
す
る
国
際
的

な
圧
力
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
石
炭
の
資
源
国
で
あ

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
か
ら
投
資
を
引
き
上

げ
る
動
き
や
、
石
炭
火
力
発
電
は
い
ず
れ
「
座
礁
資

産
」
と
し
て
不
良
債
権
化
す
る
と
い
う
声
も
あ
る
。

埋
蔵
量
に
問
題
が
な
く
て
も
、
将
来
的
に
使
え
な
く

な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
わ
け
だ
。

　

資
源
に
乏
し
い
日
本
に
と
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
の
安
定
的
・
経
済
的
確
保
は
大
き
な
課
題
。
原
子

力
は
、
温
暖
化
対
策
の
観
点
で
有
効
で
あ
り
、
経
済

ジ
ア
を
中
心
に
海
外
で
の
発
電
事
業
も
展
開
。
と
す

れ
ば
、
資
源
開
発
か
ら
発
送
配
電
ま
で
「
上
下
流
一

体
型
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
も
戦
略
と
し
て
考
え

得
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
採
取
し
た
ガ
ス

を
輸
送
す
る
際
、
ま
ず
東
南
ア
ジ
ア
の
自
社
が
関

わ
っ
て
い
る
発
電
所
に
卸
し
、
そ
の
あ
と
日
本
に

持
っ
て
く
る
。
上
下
流
一
体
型
で
進
め
れ
ば
、
そ
の

と
き
ど
き
の
ガ
ス
価
や
需
給
動
向
を
見
て
利
益
を
最

大
化
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

上
流
事
業
の
実
績
を
重
ね
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

つ
つ
、
い
か
に
収
益
性
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

つ
く
れ
る
か
─
─
「
上
下
流
一
体
の
世
界
的
電
力
メ

ジ
ャ
ー
」
を
め
ざ
す
壮
大
な
挑
戦
を
望
み
た
い
。

性
で
も
優
れ
て
い
る
が
、
安
全
性
が
課
題
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
出
力
が
不
安
定
。
と
な
る
と
、
化

石
燃
料
の
中
で
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少
な
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
役
割
は
い
っ
そ
う
増
す
だ
ろ
う
。

　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
需
要
は
、
中
東
・
中
南
米
・
東
欧
等
で

の
新
規
分
を
含
め
２
０
２
０
年
ま
で
に
約
45
％
拡
大

す
る
見
込
み
で
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
の
需
要
拡
大
が

大
き
い
。
代
表
的
な
ガ
ス
輸
出
国
の
マ
レ
ー
シ
ア
が

既
に
輸
入
国
と
な
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
間
も
な
く

輸
入
国
に
転
じ
る
。
こ
れ
ま
で
欧
州
・
北
米
・
ア
ジ

ア
と
分
断
さ
れ
て
い
た
市
場
も
、
今
後
、
こ
う
し
た

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
需
要
拡
大
な
ど
を

受
け
相
互
接
続
が
進
む
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
世
界
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
要
の
３
分
の

１
を
占
め
る
最
大
の
輸
入
国
・
日
本
で
は
、
需
要
量

や
交
易
ル
ー
ト
の
優
位
性
を
踏
ま
え
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
取
引

の
ハ
ブ
（
取
引
集
積
と
価
格
形
成
・
発
信
拠
点
）
と

地 球 資 源 へ の 視 点

末
廣
能
史 

石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構 

戦
略
企
画
室
長

枯
渇
リ
ス
ク
と
資
源
戦
略

競
争
力
と
環
境
性
の
両
立
を
─
─

日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
戦
略
を
考
え
る

すえひろ　よしふみ
JOGMEC（石油天然ガス・金属鉱物
資源機構）総務部戦略企画室長
1971年福岡県生まれ。慶應義塾大学
理工学部卒、同大学院理工学研究科
機械工学専攻修了、北九州市立大学
大学院国際環境工学研究科環境工
学専攻後期博士課程修了。工学博士。
97年石油公団(現JOGMEC)入団。石
油開発技術センター、国内石油開発
現場出向、天然ガス有効利用研究サ
ブリーダー兼石油工学研究課長代理、
日本GTL技術研究組合技術戦略室
技術戦略グループマネジャーなどを
経て12年より現職。著書『天然ガス
シフトの時代』。
http://www.jogmec.go.jp

な
り
、
よ
り
有
利
な
条
件
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
調
達
を
可
能

に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。
特
に
距
離
的
・
文

化
的
に
も
近
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
同
で
ビ
ジ

ネ
ス
を
進
め
や
す
い
東
南
ア
ジ
ア
と
連
携
し
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
動
き
も
あ
る
。
つ
ま

り
、
日
本
が
ア
ジ
ア
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ハ
ブ
と
な
り
、
北

米
・
欧
州
市
場
と
の
相
互
接
続
を
主
体
的
に
進
め
よ

う
と
い
う
も
の
だ
。

　

日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
取
引
は
従
来
、
主
に
長
期
契
約
・

仕

＊

向
地
条
項
に
よ
る
転
売
等
の
制
限
・
石
油
価
格
連

動
の
価
格
設
定
な
ど
、
硬
直
し
た
形
態
が
多
か
っ
た

が
、
ハ
ブ
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
日
本
の
交
渉
力
を
強
め
、
仕
向
地
条
項
撤

廃
や
契
約
期
間
・
価
格
設
定
の
柔
軟
性
を
実
現
し
て

い
く
こ
と
も
狙
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
国
内
の
電
力
会
社
は
、
電
力
自
由
化
や
人

口
減
少
な
ど
で
、
国
内
市
場
の
拡
大
は
見
込
め
ず
、

必
然
的
に
海
外
に
打
っ
て
出
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
シ
フ
ト
も
見
据
え
、
海
外
で

の
ガ
ス
事
業
展
開
に
強
み
を
見
出
し
て
い
け
ば
い
い

だ
ろ
う
。

　

資
源
小
国
日
本
は
、
発
電
用
燃
料
を
海
外
か
ら
調

達
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
来
は
買
主
だ
っ
た
が
、
今

後
は
、
上
流
事
業
（
探
鉱
・
生
産
）
へ
の
参
画
を
進

め
る
こ
と
で
、
売
主
と
し
て
供
給
量
（
調
達
量
）
に

柔
軟
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
卸
先
等
に
つ
い
て

も
発
言
力
が
増
す
。
関
西
電
力
は
、
既
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ガ
ス
田
の
上
流
権
益
を
取
得
し
、
東
南
ア

資源エネルギー庁「エネルギー白書2016」の資料をもとに作成

経済産業省の資料をもとに作成

エネルギー資源の可採年数

世界の燃料別エネルギー需要動向

アジアのLNGハブ化をめざす日本

＊契約で規定された仕向地以外では受け渡しをせず、買主が第三者に転売することを認めない条項
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石油換算（百万トン）
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（注）可採年数＝確認可採埋蔵量／年間生産量
ウランの確認可採埋蔵量は費用130ドル／kgU未満

出典：＊1 BP統計2015　＊2 OECD・IAEA「Uranium2014」

石油
（2014年末）＊1

天然ガス
（2014年末）＊1

石炭
（2014年末）＊1

ウラン
（2013年1月）＊2

53年 54年

110年
99年

1兆7001億
バーレル 187兆

㎥

8915億
トン 590万

トン

日本

欧州ガス市場

アジアガス市場
北米ガス市場

LNG

天然ガス市場は今後、拡大するアジア市場に北米産のLNG等が大量
に供給され、従来分断されていたアジア・欧州・北米市場が相互接続さ
れる可能性がある。日本は需要量や交易ルートからもLNG取引のハブ
となる優位性がある
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「
資
源
開
発
」
は
、
鉱
工
業
の
中
で
最
も
上
流
に

位
置
し
、
開
発
の
方
法
が
良
く
な
け
れ
ば
環
境
問
題

や
災
害
を
惹
き
起
こ
し
か
ね
な
い
が
、
適
切
に
行
え

ば
、
人
々
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ

る
大
き
な
原
動
力
と
な
る
。

　

か
つ
て
の
資
源
開
発
は
、
経
済
成
長
が
優
先
さ
れ
、

環
境
保
全
は
二
の
次
と
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
今

や
世
界
各
国
、
資
源
国
で
も
、
環
境
問
題
に
つ
な
が

る
よ
う
な
開
発
は
認
め
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

例
え
ば
中
東
な
ど
の
油
田
で
は
、
以
前
は
フ
レ
ア
リ

ン
グ
（
原
油
生
産
時
に
生
じ
る
随
伴
ガ
ス
の
焼
却
処

分
）
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
最

近
で
は
原
油
随
伴
ガ
ス
を
地
中
に
圧
入
還
元
さ
せ
る

よ
う
に
な
り
、「
油
田
の
火
」
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消

し
た
。

　

た
だ
、
容
易
に
開
発
で
き
る
鉱
区
を
ほ
ぼ
開
発

し
終
え
た
結
果
、
開
発
コ
ス
ト
が
上
昇
傾
向
に
あ

る
。
一
方
で
、
資
源
価
格
は
さ
ほ
ど
上
昇
し
て
お
ら

ず
、
資
金
に
余
力
が
な
い
な
か
、
利
益
を
確
保
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
環
境
対
策
は
後
手
に
回
り
か
ね
な
い
。

人
々
が
豊
か
で
便
利
な
暮
ら
し
を
求
め
る
限
り
、
資

源
開
発
は
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
環
境
問
題
は

ジ
レ
ン
マ
と
も
言
え
よ
う
。

　

と
な
れ
ば
、
対
策
は
三
つ
。
ま
ず
、
資
源
開
発
と

環
境
保
全
を
ク
ル
マ
の
両
輪
と
し
て
捉
え
る
「
環
境

調
和
型
資
源
開
発
」
の
推
進
。
地
表
の
掘
削
に
対
し

て
は
緑
化
な
ど
自
然
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
採
掘
に
伴

う
地
滑
り
や
誘
発
地
震
な
ど
の
防
止
策
も
必
要
だ
。

あ
る
い
は
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２
回
収
貯
留
）
や
放
射
性

廃
棄
物
の
地
層
処
分
な
ど
、
も
と
も
と
地
下
に
あ
っ

た
も
の
は
、
安
全
性
を
担
保
し
た
上
で
地
下
に
戻
す

技
術
の
開
発
と
適
用
。
つ
ま
り
石
油
開
発
を
す
る
な

ら
Ｃ
Ｃ
Ｓ
技
術
も
セ
ッ
ト
で
開
発
し
、
石
油
利
用
に

よ
っ
て
発
生
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を
地
下
に
戻
す
。
そ
う
す

意
欲
は
低
下
す
る
。
資
源
開
発
は
長
い
期
間
を
要
す

る
事
業
。
そ
の
間
の
経
済
環
境
変
化
や
さ
ま
ざ
ま
な

リ
ス
ク
に
左
右
さ
れ
ず
、
事
業
者
が
安
定
し
て
開
発

に
取
り
組
め
る
体
制
─
─「
環
境
調
和
型
資
源
開
発
」

や
技
術
の
高
度
化
を
進
め
る
た
め
の
資
金
サ
ポ
ー
ト

を
は
じ
め
、
法
律
や
税
制
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。

　

こ
の
点
、
日
本
は
、
世
界
中
で
権
益
獲
得
や
企
業

買
収
を
進
め
る
欧
米
メ
ジ
ャ
ー
や
中
国
の
国
営
会
社

な
ど
に
や
や
後
れ
を
取
っ
て
い
た
が
、
２
０
１
６
年

11
月
、
改
正
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
（
石
油
天
然
ガ
ス
・
金

属
鉱
物
資
源
機
構
）
法
が
成
立
。
日
本
の
上
流
開
発

企
業
が
資
源
価
格
下
落
で
権
益
を
手
放
す
外
国
企
業

を
買
収
し
た
り
、
資
源
国
の
国
営
企
業
の
株
式
を
取

得
し
た
り
す
る
際
に
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が
資
金
支
援
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
機
に
資
源
開
発
に
集
中

投
資
を
行
い
、
日
本
の
自
主
開
発
比
率
を
高
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

関
西
電
力
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
も
近
年
、
天
然

ガ
ス
な
ど
の
上
流
権
益
取
得
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

今
回
の
法
改
正
を
機
に
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、
収

益
を
確
保
し
つ
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
と
環
境
対

策
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

現
代
社
会
に
生
き
る
我
々
は
、
誰
も
が
資
源
開
発

の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
な
ら
ば
開
発
に
伴
う
環
境

問
題
に
つ
い
て
も
、
解
決
に
向
け
応
分
の
協
力
を
す

る
こ
と
は
我
々
一
人
ひ
と
り
の
責
任
に
違
い
な
い
。

れ
ば
地
球
温
暖
化
問
題
の
抑
制
に
つ
な
が
る
だ
け
で

な
く
、
地
下
に
戻
っ
た
Ｃ
Ｏ
２
は
、
メ
タ
ン
ガ
ス
な

ど
の
新
た
な
資
源
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
い
わ

ば
「
未
来
の
資
源
と
し
て
地
下
に
貯
留
す
る
」
わ
け

だ
。

　

次
に
「
資
源
開
発
技
術
の
高
度
化
・
高
効
率
化
」。

資
源
開
発
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
低
減
さ
せ

る
こ
と
で
、
資
源
開
発
企
業
が
環
境
保
全
に
投
資
で

き
る
だ
け
の
利
益
確
保
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。

容
易
に
資
源
を
開
発
で
き
る
地
点
は
少
な
く
な
っ
て

お
り
、
残
る
未
開
発
地
点
と
言
え
ば
、
山
岳
地
・
砂

漠
地
・
大
水
深
海
洋
・
大
深
度
地
下
・
極
地
な
ど
、

今
の
技
術
で
は
ア
ク
セ
ス
が
極
め
て
困
難
な
地
点
だ
。

特
に
深
度
の
深
い
場
所
は
、
圧
力
と
温
度
が
高
い
た

め
、
そ
れ
に
耐
え
得
る
材
料
の
開
発
か
ら
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
な
か
な
か
採
算
が
合
わ
な
い
。
む
し

ろ
生
産
量
を
増
や
す
に
は
、
既
存
鉱
区
で
資
源
の
回

地 球 資 源 へ の 視 点

村
田
澄
彦 

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

資
源
開
発

開
発
の
困
難
性
が
増
す
な
か
、

「
環
境
調
和
型
資
源
開
発
」を

進
め
る

むらた　すみひこ
京都大学大学院工学研究科都市社会
工学専攻 准教授
1961年生まれ。京都大学工学部資源
工学科卒、同大学院工学研究科修士
課程資源工学専攻修了。工学博士

（京都大学）。石油公団（現JOGMEC）
研究員を経て、95年京都大学工学部
助手、04年大学院工学研究科助教授。
環境調和型資源開発技術および資源
生産性向上技術を研究。研究テーマ
は石油・天然ガスの増進回収法、温
室効果ガスの地中貯留、発破低周波
音の低減、残壁及び地下空洞の安定
性評価など。
http://earth.kumst.kyoto-u.ac.jp/
index.html

原油安局面におけるエネルギー安全保障

環境調和型のEOR  炭酸ガス攻法（CO₂-EOR）

収
率
を
上
げ
る
ほ
う
が
現
実
的
か
も
し
れ
な
い
。
例

え
ば
石
油
の
場
合
、
従
来
の
採
掘
法
に
よ
る
回
収
率

は
20
〜
40
％
だ
が
、
Ｅ
Ｏ
Ｒ
（
石
油
増
進
回
収
）
技

術
を
使
え
ば
50
〜
60
％
に
向
上
す
る
。
そ
れ
で
も
ま

だ
半
分
近
い
資
源
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
、
回
収
技

術
の
高
度
化
が
急
が
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
確
実
に
進
め
る
た
め
３
番
目
の
対
策
と

し
て
「
行
政
サ
ポ
ー
ト
」
が
重
要
だ
。
資
源
価
格
が

高
け
れ
ば
企
業
は
自
ら
投
資
を
行
う
が
、
今
の
よ
う

に
油
価
を
は
じ
め
資
源
価
格
が
安
い
と
企
業
の
開
発

①②③について、日本が世界に対し国際協調をリードするとともに、日本国内でも関連施策を強化
資源エネルギー庁「エネルギー白書2016」の資料をもとに作成

圧入流体にCO₂を用
いる原油回収率向上
技術（CO₂-EOR）。高
い原油回収率が期待
されるとともに、多量
のCO₂を地中に封じ込
めるため、大気中への
CO₂排出抑制、ひい
ては地球温暖化防止
にも寄与する技術だ

世界最高
水準の
省エネ
技術

世界最大
の
LNG
消費国

自主開発
比率目標
40％

（2030年）

①
上流開発への
投資促進

②
油価変動リスクへの
対応（LNG）

③
需要側における
原油依存低減

日本企業による資源の開発・新規獲得／
中核的企業の育成

国内パイプライン等の
インフラ整備促進

バーゲニングパワーとしての
さらなる省エネ、エネルギー源多様化

世界のリスクマネー供給をリード

透明で流動性の高いLNG市場の構築
国際的な緊急時対応枠組みの構築・拡充

我が国は資源の大半を海外に依存
→安定した資源確保が必要

エネルギー開発投資の減退
将来の需給逼迫要因

1年で世界の投資は2割減（▲15兆円）

世界における日本の役割
日本国内

新興国・産油国への省エネ制度の輸出
エネルギー源の多様化（質の高いインフラ）

低水準が続く原油価格
2014年の100ドル台から1年で一気に40ドル水準へ

圧入

輸送

EOR

CO₂分離発電所等

パイプライン

油層

N₂等
排ガス

原油 CO₂

CO₂
CO₂

CO₂
ミシブル
ゾーン

オイル
バンク

©JOGMEC（石油天然ガス・金属鉱物資源機構）
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異
常
気
象
や
自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
、
明
ら
か

に
地
球
の
環
境
は
変
調
を
来
し
て
い
る
。
気
候
変

動
リ
ス
ク
の
顕
在
化
に
加
え
、
地
球
上
の
人
口
は

２
０
５
０
年
に
90
億
を
超
す
と
見
ら
れ
、
資
源
を
使

う
人
は
増
加
の
一
途
を
辿
る
。
化
石
燃
料
を
膨
大
に

使
い
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
で
進
め
て
き
た
我
々

の
発
展
パ
タ
ー
ン
は
、
資
源
・
環
境
制
約
か
ら
変
革

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
特
に
途
上
国
に
と
っ
て
、

自
主
的
に
化
石
燃
料
消
費
を
抑
え
る
の
は
難
し
い
が
、

手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
２
０
１
５
年
９
月
、
世
界

は
２
０
３
０
年
に
向
け
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
採
択
、
ま
た
同
12
月
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約
国
会

議
）
で
20
年
以
降
の
新
た
な
温
暖
化
対
策
「
パ
リ
協

定
」
を
採
択
し
、
今
世
紀
末
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
実
質
的
に
ゼ
ロ
に
す
べ
く
舵
を
切
っ
た
。

　

日
本
も
50
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
80
％
削
減

す
る
目
標
を
掲
げ
た
が
、
パ
リ
協
定
の
批
准
に
は
出

遅
れ
た
。
16
年
９
月
に
２
大
排
出
国
で
あ
る
米
中
が

首
脳
会
談
で
同
時
批
准
に
動
き
、
10
月
に
は
イ
ン
ド
、

Ｅ
Ｕ
が
続
い
た
こ
と
で
、
パ
リ
協
定
は
日
本
の
批
准

を
待
た
ず
11
月
４
日
に
発
効
し
た
。

　

な
ぜ
米
中
を
は
じ
め
と
す
る
国
々
は
、
予
想
外
の

早
さ
で
批
准
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
持
続
可
能

性
や
環
境
優
先
へ
と
早
く
転
換
し
、
今
後
拡
大
す
る

で
あ
ろ
う
環
境
優
先
型
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
優
位
に
な
る

べ
き
と
考
え
た
か
ら
だ
ろ
う
。
政
権
交
代
に
よ
り
米

国
の
政
策
は
不
透
明
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
日
本
は

危
機
感
を
持
た
な
い
と
ま
ず
い
。

　

か
つ
て
日
本
は
経
済
大
国
で
、
し
か
も
省
エ
ネ
大

国
・
環
境
先
進
国
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
既
に
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
中
国
に
抜
か
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
他
の
国

も
向
上
。
環
境
先
進
国
だ
と
油
断
し
て
い
れ
ば
「
ウ

サ
ギ
と
カ
メ
」
の
ウ
サ
ギ
に
な
り
か
ね
な
い
と
私
は

10
年
ほ
ど
前
か
ら
言
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
現
実
の

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

熾
烈
な
競
争
を
勝
ち
抜
か
な
い
と
い
け
な
い
企
業

に
と
っ
て
、
環
境
対
策
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
不
利
な

取
り
組
み
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
今
後
は
製
品
で
も
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
環
境
性
、

低
炭
素
化
を
競
う
こ
と
に
な
り
、
経
済
と
環
境
は
対

立
す
る
も
の
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
経

済
性
と
環
境
性
を
巧
く
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
政
策
と

と
も
に
、
企
業
も
発
想
を
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
ず
、
短
期
で
の
利
益
確
保
の
み
に
目
を
向

け
る
と
こ
ろ
か
ら
転
換
し
、
30
年
40
年
先
と
い
っ
た

長
期
を
見
据
え
、
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
き
た
い
。　

　

で
は
、
電
力
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

地 球 資 源 へ の 視 点

蟹
江
憲
史 

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授

気
候
変
動

持
続
可
能
な
社
会
へ
、

長
期
的
視
点
で
迅
速
な
変
革
を

かにえ　のりちか
慶應義塾大学大学院政策・メディア
研究科教授（国際関係論、地球環境
政治）
1969年東京都生まれ。慶應義塾大学
総合政策学部卒、同大学院政策・メ
ディア研究科修士課程、博士課程修
了。博士（政策･メディア）。北九州市
立大学助教授、東京工業大学大学院
准教授、パリ政治学院/持続可能な
開発と国際関係研究所客員教授、欧
州委員会フェローなどを経て、2015
年より現職。東京大学客員教授、東
京工業大学連携教授も兼務。近著

『持続可能な開発目標とは何か──
2030年へ向けた変革のアジェンダ』
http://kanie.sfc.keio.ac.jp/profile.html

で
は
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
け

れ
ば
現
代
的
生
活
は
営
め
な
い
が
、
環
境
負
荷
も
大

き
い
。
ど
う
す
る
の
か
、
革
新
的
な
何
か
が
必
要
と

な
る
。

　

例
え
ば
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
に
取
り

組
む
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
向
上
さ
せ
た
り
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
強
す
る
。
原
子
力
は
膨
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
が
、
持
続
的
に
進
め
る
に

は
安
全
性
確
保
や
廃
棄
物
問
題
も
解
決
し
な
い
と
い

け
な
い
。

　

こ
う
し
た
課
題
解
決
や
技
術
革
新
に
は
、
企
業
や

業
界
の
壁
を
越
え
て
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
必
要

だ
。
企
業
は
従
来
と
は
異
な
る
研
究
者
と
も
パ
ー
ト

国際連合広報センターより

国連気候変動枠組条約事務局の資料をもとに作成

資源エネルギー庁「エネルギー白書2016」の資料をもとに作成

社
会
は
す
ぐ
に
は
変
わ
ら
な
い
。
長
期
的
視
点
、
革

新
的
発
想
や
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、

解
決
策
は
出
て
こ
な
い
。
ど
の
よ
う
な
着
地
点
が
あ

り
得
る
か
、
そ
こ
に
至
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

を
考
え
、
そ
こ
か
ら
現
状
を
考
え
る
。
み
ん
な
が
持

続
的
に
豊
か
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
豊
か
さ

と
は
何
か
。
経
済
だ
け
で
な
く
ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ

（Gross N
ational H

appiness

／
国
民
総
幸
福
量
）

の
よ
う
な
価
値
観
も
含
め
て
持
続
的
な
社
会
を
つ
く

る
た
め
の
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
次

の
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
す
ま
で
、
今
こ
そ
現
世
代
で

あ
る
我
々
の
知
恵
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
。

発電電力量に占める再生可能エネルギー比率の国際比較

持続可能な開発目標（SDGs）

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
技
術
者
も
広
い
視
野
を
持
っ

て
社
会
の
多
様
な
課
題
に
目
配
り
し
な
が
ら
自
ら
の

専
門
を
深
め
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
う
し
た
姿
勢

が
求
め
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
世
紀
末
の
長
期
的
な
目
標
は
決

ま
っ
た
が
、
そ
こ
に
至
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
く
必

要
が
あ
る
。
貧
困
や
格
差
を
放
置
す
る
と
社
会
が
不

安
定
に
な
り
、
テ
ロ
な
ど
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
が
、

気
候
変
動
が
食
料
や
水
の
供
給
を
危
う
く
し
、
貧
困

悪
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

持
続
可
能
性
は
多
方
面
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
る
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
あ
る
。

　

２
１
０
０
年
ま
で
に
は
ま
だ
80
年
以
上
あ
る
が
、

各国の温室効果ガス排出量割合（％）

中国 20.1

米国 17.9

EU 12.1
28カ国中、

14カ国9.0％が
締結

ロシア
7.5

インド
4.1

日本
3.8

ブラジル
2.5

カナダ
2.0

韓国
1.9

メキシコ
1.7

インドネシア
1.5

オーストラリア
1.5

南アフリカ
1.5

その他 21.9

青字：パリ協定を締結した主な国（2016年12月16日現在118カ国）

37,168
（百万tCO₂換算）

2015.12.12現在

出典 ： 【日本】「電源開発の概要」より作成（2014年度実績値）。
 【日本以外】2014年推計値データ、
 IEA Energy Balanceｓ of OECD Countries（2015 edition）

発
電
電
力
量
に
占
め
る
割
合

■原子力　■天然ガス　■石油その他　■石炭
■水力　■再生可能エネルギー（水力除く）　 再生可能エネルギー合計

ドイツ スペイン イギリス フランス アメリカ 日本
0

20

40

60

80

100
（％）

16.0 20.9 19.2 19.3

46.2

0.0

10.6

31.0

9.0
3.2

26.8

1.2

39.8

6.1
6.9

78.3

0.9 2.2
10.9

5.1

2.5

30.4

1.4

29.6

1.8

17.6

17.2

5.4

16.3

14.3

25.9

10.1
2.5

45.2

3.2

23.0
26.2％

40.1％

19.4％ 16.1％ 12.9％ 12.2％
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ワールドマスターズゲームズの開催地と開催規模

ア
ジ
ア
初
の
開
催

　

Sport for Life

（
人
生
を
豊
か
に
す

る
ス
ポ
ー
ツ
）
が
２
０
２
１
年
、
関
西

で
開
花
─
─
。

　

舞
台
と
な
る
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」（
Ｗ
Ｍ
Ｇ
）
は
、
国
際

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
協
会
（
Ｉ
Ｍ
Ｇ

Ａ
／
本
部
ス
イ
ス
）
が
主
催
す
る
生

の
参
加
資
格
や
選
抜
基
準
が
一
切
な
い

こ
と
だ
。
国
籍
・
性
別
を
問
わ
ず
、
30

歳
以
上
の
一
般
ア
ス
リ
ー
ト
で
、
参
加

登
録
さ
え
す
れ
ば
原
則
誰
で
も
何
種
目

で
も
出
場
で
き
る
。
選
手
の
中
に
は
元

プ
ロ
選
手
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
経
験
者
も
い
る
。
キ
ャ
リ
ア

の
違
い
を
超
え
て
競
技
を
愛
好
す
る
仲

間
が
集
い
、
競
い
合
う
の
が
Ｗ
Ｍ
Ｇ
の

醍
醐
味
だ
。

エ
イ
ジ
ン
グ
の
楽
し
み

　

13
年
の
第
８
回
ト
リ
ノ
大
会
ま
で
の

参
加
人
数
は
、
延
べ
14
万
人
以
上
。
欧

米
か
ら
の
参
加
が
多
く
、
観
光
旅
行
を

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
総
合
競
技
大
会
。

１
９
８
５
年
の
第
１
回
ト
ロ
ン
ト
大
会

以
来
、
こ
れ
ま
で
は
す
べ
て
欧
米
と
オ

セ
ア
ニ
ア
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
21
年

の
第
10
回
記
念
大
会
は
、
ア
ジ
ア
で
初

め
て
関
西
が
開
催
地
と
な
る
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｇ
は
４
年
に
１
度
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
翌
年
に
開
催
さ
れ
る
が
、
大

き
な
違
い
は
、
Ｗ
Ｍ
Ｇ
に
は
年
齢
以
外

兼
ね
て
毎
回
参
加
す
る
人
、
家
族
と
一

緒
に
長
期
滞
在
す
る
人
も
珍
し
く
な
い
。

　

競
技
は
男
女
・
年
代
別
に
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
中
に
は
年
を
重

ね
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も

多
い
と
い
う
。
今
の
記
録
を
維
持
す
れ

ば
、
次
回
は
一
つ
上
の
年
代
枠
で
参
加

し
、
メ
ダ
ル
獲
得
の
可
能
性
も
あ
る
。

開催年 開催国 開催都市 参加者数（人） 参加国数（国）

1985年 第1回 カナダ トロント 8,300 61

1989年 第2回 デンマーク ヘアニング、オールボー、
オーフス（３都市開催） 5,500 76

1994年 第3回 オーストラリア ブリスベン 24,000 71

1998年 第4回 アメリカ ポートランド 11,000 101

2002年 第5回 オーストラリア メルボルン 25,000 97

2005年 第6回 カナダ エドモントン 22,000 89

2009年 第7回 オーストラリア シドニー 29,000 95

2013年 第8回 イタリア トリノ 19,000 107

1002017年 第9回 ニュージーランド オークランド 25,000（目標） （目標）

150（目標）（目標）2021年 第10回 日本 　　関西 50,000



鳥取県

堺市

大阪市

SAKAI CITY

OSAKA CITYKOBE CITY

HYOGO

OSAKA

KYOTO CITY

NARA
奈良県

TOTTORI

TOKUSHIMA

SHIGA
KYOTO

WAKAYAMA

神戸市

兵庫県

大阪府

京都市

徳島県

滋賀県

京都府

和歌山県

カヌー（ドラゴンボート）
琵琶湖モーターボート競走場

ホッケー
県立伊吹運動場／
長浜バイオ大学ドーム

ボート
県立琵琶湖漕艇場

ソフトボール
草津グリーンスタジアム／
矢橋帰帆島公園／
守山市民運動公園／
布引グリーンスタジアム／
長山公園

野球（軟式野球）
守山市民球場／
湖東スタジアム／
おくのの運動公園／
長山公園

ウエイトリフティング
アミノバリューホール

水泳（水球／シンクロナイズドスイミング）
尼崎スポーツの森

テニス
ブルボンビーンズドーム／
青野運動公苑アオノテニスクラブ

バレーボール

慶野松原
ビーチバレーコート

（ビーチ）

テコンドー
県立武道館

トライアスロン

桂川（大堰川緑地公園）
及び周辺地域

（デュアスロン）

ハンドボール
田辺中央体育館／他

ラグビーフットボール

閉会式

東大阪市花園ラグビー場

ゲートボール
府立丹波自然運動公園

カヌー（マラソン）
久美浜湾カヌー競技場

グラウンド・ゴルフ
グラウンド・ゴルフのふる里公園

「潮風の丘とまり」

ダンススポーツ

和歌山ビッグウエーブ

セーリング（ヨット／ウィンドサーフィン）

和歌山セーリングセンター

バレーボール（インドア）
和歌山ビッグホエール／
和歌山ビッグウエーブ／県立体育館

スエヒロボウル／ぽっぷ・ジョイ石井
ボウリングゴルフ

徳島カントリー倶楽部／
グランディ鳴門ゴルフクラブ36／
鳴門カントリークラブ／
Ｊクラシックゴルフクラブ／
タカガワ東徳島ゴルフ倶楽部

水泳（オープンウォーター）
タルイサザンビーチ

サッカー（サッカー／フットサル）
Ｊ-ＧＲＥＥＮ堺

柔道
県立武道館

自転車
倉吉高城
ロードレースコース

（ロードレース）

自転車（マウンテンバイク）
湯船ＭＴＢ ＬＡＮＤ

自転車（BMX）
サイクルピア岸和田ＢＭＸコース

自転車
倉吉自転車競技場

（トラック）

オリエンテーリング
ハチ高原／峰山高原／
ハチ北高原／他

（ロング）

（テニス）

カヌー
津風呂湖カヌーコース

（スプリント）

カヌー
那賀川鷲敷ライン

（スラローム）

アーチェリー
コカ・コーラウエスト
スポーツパーク

（ターゲット）

トライアスロン（トライアスロン／アクアスロン）
ひわさうみがめトライアスロンコース

陸上競技（ハーフマラソン）
紀州口熊野マラソンコース

陸上競技
田辺スポーツパーク

（駅伝）

射撃
和歌山県ライフル射撃場

（ライフル）

綱引
葛城市民体育館／他

開会式

スカッシュ
エル・スポーツ京都／
京都テルサ

陸上競技（10kｍロードレース）
彦根シティーマラソンコース

テニス（ソフトテニス）
三段池公園テニスコート／他

空手道
京都市武道センター

バドミントン
島津アリーナ京都／
ハンナリーズアリーナ／
市民スポーツ会館

陸上競技

西京極総合運動公園
陸上競技場兼球技場

（トラック＆フィールド）

ほっともっとフィールド神戸／
あじさいスタジアム北神戸／
他

野球（硬式野球）
グリーンアリーナ神戸／
市立中央体育館／
市立王子スポーツセンター

六甲アイランド周回コース
陸上競技（競歩）

しあわせの村／
神戸総合運動公園／
他

オリエンテーリング（スプリント）

卓球
グリーンアリーナ神戸／他

水泳（競泳）
市立ポートアイランドスポーツセンター

市立ポートアイランド
スポーツセンター

水泳（飛込）
射撃
岡山県クレー射撃場

（クレー）

バスケットボール

那賀町໐

໐鳴門市
徳島市・石井町໐

໐໐米子市

໐守山市・
　東近江市

໐彦根市

໐米原市・長浜市

໐草津市・
　守山市・
　東近江市

໐吉野町

໐上富田町໐田辺市

໐海南市

໐和歌山市

໐葛城市

໐東大阪市
໐大阪市

໐堺市

໐岸和田市

໐泉南市
໐南あわじ市

美波町໐

໐尼崎市໐姫路市

໐三木市・加西市

໐岡山市

໐大津市

໐京田辺市

໐和束町

໐南丹市

໐京丹波町

໐福知山市

໐湯梨浜町 鳥取市໐

໐養父市・神河町・香美町໐倉吉市

໐京丹後市

໐京都市

໐神戸市

徳島市・鳴門市
阿波市・神山町

໐
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ワールドマスターズゲームズ2021関西
32競技55種目 開催地
2021年5月15日（土）〜30日（日）

大
き
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果

　

関
西
が
Ｗ
Ｍ
Ｇ
の
誘
致
を
決
め
た

の
は
13
年
。
関
西
広
域
連
合
を
中
心

に
、
関
西
経
済
連
合
会
な
ど
経
済
界
も

加
わ
り
、
同
年
９
月
に
官
民
合
同
の
準

備
委
員
会
を
設
置
。
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ａ
の
査
察

な
ど
を
経
て
、
11
月
に
開
催
が
決
定
し

た
。
翌
14
年
12
月
、
準
備
委
員
会
を
発

展
的
に
解
消
し
、
新
た
に
「
一
般
財
団

法
人
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー

ム
ズ
２
０
２
１
組
織
委
員
会
」（
会
長

／
井
戸
敏
三
・
関
西
広
域
連
合
長　

森

詳
介
・
関
西
経
済
連
合
会
会
長
）
を
設

立
。
官
民
一
丸
と
な
っ
て
開
催
準
備
に

取
り
組
む
姿
勢
を
内
外
に
示
し
た
。

　

誘
致
の
背
景
に
は
、
経
済
効
果
へ
の

期
待
も
あ
る
。16
日
間
の
会
期
中
、世
界

１
５
０
カ
国
・
地
域
か
ら
約
５
万
人（
国

内
３
万
人
・
国
外
２
万
人
）
の
選
手
の

参
加
を
め
ざ
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

平
均
滞
在
日
数
は
国
外
参
加
選
手
15
・

８
日
、国
内
参
加
選
手
９
・
４
日
に
も
及

ぶ
だ
け
に
、
大
き
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効

果
が
見
込
め
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
も
含
め
た
広
域
観
光
戦
略
と
も
連
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
観
光
消
費
の
活
発
化

が
期
待
で
き
る
。
総
事
業
費
約
28
億
円

で
、
経
済
波
及
効
果
は
約
１
４
０
億
円

に
も
上
る
と
見
ら
れ
て
い
る
（
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
関
西
試
算
）。

関
西
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
に

　

ま
た
関
西
に
は
ア
シ
ッ
ク
ス
、
ミ
ズ

れ
た
個
性
豊
か
な
地
域
の
集
合
体
。
新

た
に
競
技
場
（
ハ
ー
ド
）
を
つ
く
る
こ

と
は
せ
ず
、
運
営
は
じ
め
会
場
で
あ
る

街
ぐ
る
み
で
の
「
ソ
フ
ト
」
の
お
も
て

な
し
を
重
視
。
開
催
地
個
々
の
魅
力
を

生
か
し
つ
つ
、
エ
リ
ア
全
体
の
盛
り
上

が
り
を
醸
成
で
き
れ
ば
、
地
方
創
生
の

モ
デ
ル
に
な
り
得
る
。

　

と
は
い
え
、
一
般
の
人
に
向
け
た
認

知
度
向
上
は
こ
れ
か
ら
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
ま
ず
は
17
年
４
月
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
会
に

視
察
団
・
Ｐ
Ｒ
団
を
派
遣
。
Ｗ
Ｍ
Ｇ
は

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
た
め
、
ブ
ー
ス
を

設
け
、出
場
選
手
た
ち
に
次
の
開
催
地
・

関
西
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
と
い
う
。

　

も
う
一
つ
、
関
西
大
会
で
試
み
よ
う

と
し
て
い
る
の
が
、
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
同
じ
競
技
に
一
緒
に
参
加

す
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
ス
ポ
ー

ツ
」
の
採
用
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
別
途
開
催
で

な
く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
競
技
を
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
形
式
で
実
施
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ガ
シ
ー
を

　

19
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
。
五
輪
が「
見
る
大
会
」の
最

高
峰
と
す
れ
ば
、
Ｗ
Ｍ
Ｇ
は
ス
ポ
ー
ツ

に
「
参
加
す
る
大
会
」
の
最
高
峰
─
─
。

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の

ト
リ
を
務
め
る
Ｗ
Ｍ
Ｇ
関
西
大
会
が
、

関
西
そ
し
て
世
界
の
人
々
に
、
感
動
の

記
憶
と
い
う
レ
ガ
シ
ー
を
届
け
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

ノ
、
デ
サ
ン
ト
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ

ー
が
多
く
、
ナ
イ
キ
の
ア
メ
リ
カ
・
オ

レ
ゴ
ン
、
ア
デ
ィ
ダ
ス
、
プ
ー
マ
の
ド

イ
ツ
・
ヘ
ル
ツ
ォ
ゲ
ン
ア
ウ
ラ
ッ
ハ
と

並
ぶ
世
界
３
大
ス
ポ
ー
ツ
産
業
集
積
地
。

Ｗ
Ｍ
Ｇ
開
催
を
機
に
、こ
れ
ら「
健
康
医

療
産
業
」
が
活
性
化
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
機
運
も
高
ま
り
、
関
西
が
〝
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
〟
に
な
れ
ば
─
─
。

そ
ん
な
夢
や
希
望
も
。

広
域
関
西
の
魅
力
を
発
信

　

16
年
10
月
、
関
西
大
会
の
実
施
種
目

と
各
競
技
の
開
催
地
が
決
定
し
た
。
種

目
は
陸
上
、
水
泳
、
野
球
、
テ
ニ
ス
と

い
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
な
競
技
か
ら
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と

い
っ
た
シ
ニ
ア
に
な
じ
み
の
も
の
ま
で
、

全
32
競
技
55
種
目
。
開
催
地
は
関
西
２

府
４
県
と
徳
島
県
・
鳥
取
県
に
岡
山
市

を
加
え
た
46
市
町
。
開
会
式
は
京
都
市
、

閉
会
式
は
大
阪
市
で
行
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｗ
Ｍ
Ｇ
は
、
第
２
回
デ

ン
マ
ー
ク
大
会
（
３
都
市
開
催
）
を
除

き
、
す
べ
て
単
独
都
市
開
催
。
こ
れ
ほ

ど
多
く
の
都
市
が
舞
台
と
な
る
広
域
開

催
は
例
が
な
い
。
宿
泊
先
の
確
保
な
ど

課
題
も
あ
る
が
、
関
西
は
多
様
な
歴
史

や
自
然
、
伝
統
産
業
や
食
文
化
に
恵
ま
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と
、
価
格
が
短
期
間
で
大
幅
に
変

動
す
る
典
型
的
な
例
で
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
況
の
特
徴
だ
。

︱
︱
一
方
、経
営
環
境
面
か
ら
は
？

　

16
年
４
月
か
ら
の
電
力
小
売
全

面
自
由
化
キ
ッ
ク
オ
フ
に
加
え
、

原
子
力
の
再
稼
動
時
期
が
見
通
し

に
く
い
こ
と
の
影
響
、
不
透
明
感

が
大
き
い
。

　

原
油
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
況
が
低
く
推
移
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
主
に
従
来
型
の
重
油

焚
ボ
イ
ラ
ー
を
電
源
と
し
て
い
る

自
家
発
電
等
の
競
争
力
も
比
較
的

高
い
。
ま
た
、
原
子
力
が
再
稼
動

す
れ
ば
、
現
在
原
子
力
の
代
替
と

し
て
用
い
て
い
る
L
N
G
、
原
油

と
い
っ
た
化
石
燃
料
の
使
用
量
は

一
旦
は
減
少
す
る
が
、
関
西
電
力

は
震
災
前
は
約
50
％
と
元
来
原
子

力
比
率
が
高
か
っ
た
た
め
、
再
稼

動
の
状
況
に
よ
り
電
気
料
金
水
準

も
変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
い
化
石
燃

料
の
必
要
性
も
大
き
く
変
わ
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

将
来
の
不
確
実
性
が
高
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
へ
の
対
応
が
求

制
に
よ
る
調
整
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
逆

に
需
給
が
逼
迫
に
転
じ
た
。
不
足
分
を
補

う
た
め
豪
州
か
ら
の
輸
入
を
試
み
た
も
の

の
、
洪
水
や
鉄
道
ス
ト
が
重
な
り
十
分
な

量
を
輸
入
で
き
ず
、
価
格
の
高
騰
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
だ
。
条
件
が
幾
つ
か
重
な
る

国
機
構
）
が
８
年
ぶ
り
に
減
産
で
合
意
、

ロ
シ
ア
な
ど
主
要
な
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
非
加
盟
国

も
減
産
に
協
調
し
た
こ
と
か
ら
、
市
場
で

は
原
油
価
格
の
先
高
期
待
も
あ
る
が
、
米

国
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
増
産
の
影
響
も
あ
り
、

依
然
と
し
て
先
行
き
は
不
透
明
だ
。

︱
︱
米
国
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
影
響
と
は
？

　

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
は
、
比
較
的
素
早
く

価
格
変
動
に
追
随
し
て
生
産
量
の
調
整
を

行
え
る
た
め
、
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
あ

る
程
度
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

開
発
に
長
期
間
を
要
す
る
の
は
中
東
を

は
じ
め
と
し
た
従
来
型
の
大
規
模
油
田
の

場
合
で
、
米
国
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
は
小
規

模
な
井
戸
で
あ
れ
ば
数
カ
月
程
度
で
の
開

発
が
可
能
。
し
か
も
、
水
圧
破
砕
し
井
戸

か
ら
採
り
出
す
た
め
、
価
格
が
安
い
間
は

井
戸
だ
け
掘
っ
て
お
い
て
生
産
を
せ
ず
、

生
産
コ
ス
ト
を
賄
え
る
採
算
ラ
イ
ン
ま
で

価
格
が
上
が
れ
ば
、
短
期
間
で
生
産
を
開

始
す
る
と
い
っ
た
調
整
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

︱
︱
石
炭
は
最
近
、
高
騰
し
て
い
る
が
？

　

こ
の
半
年
足
ら
ず
で
価
格
が
大
き
く
跳

ね
上
が
っ
た
。
中
国
政
府
が
産
業
構
造
改

革
の
一
環
と
し
て
、
炭
鉱
操
業
日
数
の
規

かんでんFOCUS 変化に挑む
──エネルギー競争時代の燃料戦略

エネルギー競争時代の環境変化を見据え、
燃料の調達・運用両面での経済性確保と競争力強化に向けた挑戦を訊く――

廣田禎秀 関西電力 執行役員 燃料室長

●
燃
料
調
達
を
取
り
巻
く
環
境

︱
︱
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
環
境
と
関
西
電
力
の

経
営
環
境
、
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
原
油

市
況
に
代
表
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
況
は

現
在
、
需
給
が
緩
和
し
、
価
格
が
低
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
調
達
部
門
と
し
て
は

一
見
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
の
よ
う
に
思
え
る

が
、
実
は
一
長
一
短
。
需
給
が
逼
迫
す
れ

ば
、
価
格
が
上
が
る
と
と
も
に
量
の
確
保

の
た
め
の
争
奪
戦
と
な
る
一
方
、
緩
和
す

れ
ば
安
く
調
達
で
き
る
点
や
お
客
さ
ま
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
点
は
よ
い
も

の
の
、
競
合
他
社
も
同
じ
く
安
価
に
調
達

し
て
い
る
わ
け
で
、
市
況
の
如
何
を
問
わ

ず
、
厳
し
い
競
争
に
晒
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
水
力
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で

勝
負
す
る
当
社
の
強
み
が
発
揮
し
に
く
い

と
い
う
面
が
あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
市
況
の
主
要
な
変
動
要
因

と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
は
、
逼
迫
と
緩

和
の
循
環
を
過
去
か
ら
繰
り
返
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
と
供
給
は
タ
イ
ム
ラ

グ
に
よ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起
こ
す
と
い
う

構
造
的
要
因
が
あ
る
た
め
だ
。
通
常
、
資

源
開
発
に
は
長
期
間
の
年
月
を
要
し
、
規

模
に
も
よ
る
が
油
田
は
大
体
２
〜
３
年
、

ガ
ス
田
の
場
合
は
許
認
可
も
含
め

る
と
早
く
て
７
〜
８
年
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
需
要
の
増
減
に
応
じ

た
タ
イ
ム
リ
ー
な
生
産
調
整
が
難

し
い
。

　

生
産
コ
ス
ト
を
回
収
で
き
な
い

ほ
ど
価
格
が
下
が
る
こ
と
が
あ
る

一
方
、
上
が
る
と
き
は
理
論
値
を

超
え
て
上
が
る
こ
と
も
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
変
動
に
は
、
投
機

的
・
地
政
学
的
要
因
な
ど
が
絡
む

た
め
で
、
例
え
ば
、
中
東
の
政
情

不
安
が
高
ま
れ
ば
、
先
物
買
い
で

ど
ん
ど
ん
投
機
的
資
金
が
投
入
さ

れ
、
市
況
が
暴
騰
す
る
こ
と
も
あ

る
。

　

先
頃
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
石
油
輸
出

関西電力計
18,427千kl

合計値：重油換算量

その他 1％
・ 重油
・ 液化石油ガス（LPG）
・ 木質ペレット

天然ガス
（LNG）

66％

オーストラリア
33％

オーストラリア
76％

カタール
32％

インドネシア
66％

その他 7％
ナイジェリア 2％
ロシア 2％
マレーシア 6％

インドネシア
17％

その他 7％
マレーシア 4％
ガボン 4％
ベトナム 9％

チャド 10％

その他 4％
アメリカ 6％
インドネシア
14％

原油
19％

石炭
14％

め
ら
れ
る
状
況
下
、
そ
の
取
り
組
み
に
も

こ
こ
数
年
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
●
燃
料
必
要
量
・
電
力
需
給
変
動
へ
の
対
応

︱
︱
で
は
そ
の
対
策
は
？

　

一
言
で
言
え
ば
燃
料
調
達
の
「
柔
軟
性
」

を
高
め
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
は
「
買
う
」

条
件
の
多
様
化
・
分
散
化
、
つ
ま
り
買
い

方
で
柔
軟
性
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
き
た

が
、
現
在
は
、
将
来
の
需
給
見
通
し
の
振

れ
幅
が
大
き
く
、
買
う
だ
け
で
は
調
整
し

切
れ
な
い
可
能
性
も
。
そ
こ
で
、
想
定
以

上
に
大
き
く
変
動
し
た
と
き
は
「
売
っ

て
」
調
整
す
る
形
で
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
。

　

２
０
１
５
年
５
月
、
Ｂ
Ｐ
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
社
と
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
売
買
契
約
・
協
力
協
定

を
締
結
し
た
。
売
買
契
約
は
、
23
年
間

（
38
年
ま
で
）
Ｂ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
が
世
界
各

地
に
有
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

最
大
約
１
３
０
０
万
ｔ
購
入
す
る
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
契
約
。
協
力
協
定
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
最
適
運

用
な
ど
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
事
業
で
の
幅
広
い
協
力

関
係
を
構
築
す
る
も
の
。
柔
軟
性
を
高
め

る
こ
と
が
目
的
で
、
例
え
ば
、
関
西
電
力

の
需
給
状
況
に
応
じ
、
Ｂ
Ｐ
の
販
売
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
販
売
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。

関西電力の火力燃料購入実績（2015年度）
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供給過剰感に
よる価格下落

米国サブプライムローン
問題が深刻化イラクによる

クウェートへの侵攻

サウジによる
減産の停止

ウクライナ危機

リビア情勢悪化

イラク戦争

米国同時多発テロ

アジア通貨危機

OPECによる
減産合意

リーマン
ショック

国際原油価格（WTI）の推移（1984～2016年）
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︱
︱
Ｂ
Ｐ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
に
続
き
、
15

年
７
月
に
は
エ
ン
ジ
ー
社
（
旧
Ｇ
Ｄ
Ｆ
ス

エ
ズ
社
）
と
も
協
調
契
約
を
締
結
し
た
。

　

こ
れ
も
柔
軟
性
を
高
め
る
た
め
の
も
の

で
、
関
西
電
力
が
北
米
か
ら
調
達
す
る
Ｌ

Ｎ
Ｇ
を
エ
ン
ジ
ー
社
に
販
売
す
る
一
方
、
エ

ン
ジ
ー
社
の
世
界
各
地
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
関
西
電
力
が
購
入
し
、
両
者

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
供
給
地
と
受
入
地
を
組
み
替

え
て
輸
送
距
離
を
短
縮
、
輸
送
コ
ス
ト
低

減
を
図
る
。
狙
い
は
、
エ
ン
ジ
ー
社
の
持

つ
大
西
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
関
西
電
力
の

太
平
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
両
者

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ

船
の
最
適
運
用
な
ど
幅
広
く
協
力
し
よ
う

と
い
う
も
の
。
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
の
国

営
ガ
ス
会
社
で
あ
る
エ
ン
ジ
ー
社
は
、
欧

州
を
中
心
に
独
自
の
販
売
先
を
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
大
西
洋
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
、
販
売
ル
ー
ト
に
期

待
し
て
い
る
。

︱
︱
16
年
４
月
に
は
東
京
ガ
ス
と
も
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
を
組
ん
だ
が
。

　

東
京
ガ
ス
と
は
以
前
か
ら
、
同
じ
Ｌ
Ｎ

Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
流
事
業
や
共
同
調

達
で
協
調
関
係
に
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ

火
力
発
電
の
運
転
・
保
修
に
係
る
技
術
協

力
の
ほ
か
、
燃
料
面
で
は
、
緊
急
時
の
相

互
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
、
ガ
ス
会
社
は
冬
季
、

電
力
会
社
は
夏
季
に
需
要
の
ピ
ー
ク
が
立

つ
と
い
う
両
社
の
季
節
間
格
差
を
利
用
し

た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
相
互
交
換
・
融
通
な
ど
を

行
い
た
い
。
電
力
会
社
同
士
と
は
一
味
違

っ
た
柔
軟
性
の
発
揮
が
可
能
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
由
化
時
代
の
コ
ス
ト
競
争
力

︱
︱
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
売
買
両
面
に
係
る
柔
軟
性

確
保
が
、
コ
ス
ト
競
争
力
に
つ
な
が
る
？

　

電
気
の
需
給
調
整
は
、
従
来
は
石
油
火

力
が
担
っ
て
き
た
。
石
油
は
国
内
の
中
継

基
地
で
貯
蔵
し
て
い
る
た
め
短
期
間
で
発

電
所
ま
で
輸
送
で
き
る
か
ら
だ
が
、
価
格

競
争
力
確
保
の
観
点
か
ら
、
石
油
よ
り
発

電
単
価
の
安
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
役
割
に
期
待
し

て
い
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
石
油
並
み
の
調
整
力

を
持
た
せ
る
こ
と
が
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

が
る
が
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
必
要
な
と
き
に
必
要

な
量
が
調
達
で
き
る
、
あ
る
い
は
販
売
で

き
る
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
柔
軟

性
確
保
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

●
今
後
の
課
題
と
抱
負

︱
︱
競
争
時
代
、
他
電
力
も
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
に
は
積
極
的
な
よ
う
だ
が
？

　

例
え
ば
東
京
電
力
と
中
部
電
力
の
合
弁

会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
比
べ
る
と
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ

ン
ク
な
ど
設
備
面
で
関
西
電
力
は
弱
い
。

た
だ
売
買
主
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
の

面
で
は
我
々
が
先
行
し
て
い
る
と
自
負
し

て
い
る
。
設
備
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
が
ゆ

え
、
よ
り
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
べ
く
ア
イ

デ
ア
で
勝
負
す
る
と
い
う
形
だ
。

︱
︱
東
南
ア
ジ
ア
で
関
西
電
力
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ

（
独
立
発
電
）
事
業
の
実
績
も
豊
富
だ
が
、

そ
れ
と
連
携
し
た
燃
料
売
買
も
考
え
て
い

る
の
か
？

かんでんFOCUS

取材・編集/朝倉柊香

　

従
来
の
海
外
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
で
は
、
発
電

所
を
つ
く
る
こ
と
が
主
だ
っ
た
が
、
近
年

で
は
発
電
所
に
加
え
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
受
入
基
地

や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
つ
く
り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

納
入
す
る
こ
と
ま
で
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

た
入
札
案
件
も
増
え
て
き
て
い
る
。
国
際

事
業
本
部
と
連
携
し
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

︱
︱
今
後
の
抱
負
は
？

　

当
社
で
は
、
燃
料
調
達
チ
ェ
ー
ン
強
化

の
取
り
組
み
を
通
じ
、
適
時
適
切
な
燃
料

の
調
達
や
販
売
の
実
現
を
め
ざ
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
燃
料
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
機
能

の
強
化
に
つ
い
て
も
そ
の
一
環
と
し
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
調
達
基
盤
を
活
か
し
、
需
給
変
動
に
応

じ
て
、
燃
料
の
追
加
調
達
や
販
売
を
機
動

的
に
行
う
こ
と
を
志
向
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｐ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
や
エ
ン
ジ
ー
社
と
の
協

業
は
、
そ
れ
ら
を
具
現
化
し
た
事
例
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
深
掘
り
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
さ
ら
に
獲

得
し
、
競
争
力
の
さ
ら
な
る
確
保
を
通
じ
、

あ
ら
ゆ
る
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
積

極
的
に
挑
ん
で
い
き
た
い
。

エンジー社とのアライアンスによる輸送コスト低減のイメージ

エンジー社との協調契約締結

LNG受け入れ先の一つである姫路第二発電所関西電力の自社LNG船「LNG FUKUROKUJU」

関西電力の北米LNGと、エ
ンジー・ポートフォリオから供
給するLNGを相互活用し、
航海ルートを組み替えること
により、両社のLNG輸送の
最適化（合計の輸送距離の
短縮化による輸送コストの削
減）を図る。

BPシンガポール社との協力協定締結

北米LNG

エンジー・ポート
フォリオLNGエンジー社

顧客

関西電力

欧州

南米

中東・アフリカ・
アジア等

航海ルートの組み替えの一例

従来のLNGのルート
当協調契約を利用したルート

〈当協調契約を利用〉

〈航海日数：約15日〉 〈航海日数：約15日〉

合計航海日数 約３０日
（約20日の低減）

両社LNG輸送の最適化のイメージ

エンジー社顧客 関西電力北米LNG エンジー・ポートフォリオLNG

〈従来〉

〈航海日数：約30日〉 〈航海日数：約20日〉
合計航海日数 約5０日関西電力 エンジー社顧客北米LNG エンジー・ポートフォリオLNG
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世界の資源企業が集まるパース市内のセントジョージテラス通り

関電ホールディングスオーストラリア社のメンバー。写真右端が嶋村弘之、隣が中畠章央

プルートLNG基地・出荷桟橋（オペレーター・Woodside社提供）

イクシス建設現場（オペレーター・INPEX社提供）

プルートJV会議

二
つ
の
上
流
権
益

　

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
州
都
パ
ー
ス
。
豊

富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源
を
産
出
す
る
資

源
大
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ
り
、「
世
界
一

美
し
い
街
」
と
も
称
さ
れ
る
こ
の
街
の
一
角
に
、

関
電
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社

（
Ｋ
Ｅ
Ｐ
Ｈ
Ａ
）
は
あ
る
。
関
西
電
力
か
ら
の

出
向
者
が
７
人
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
３
人
の
こ
ぢ

ん
ま
り
し
た
組
織
。
こ
こ
で
Ｄ
Ｇ
Ｍ
（
次
長
）

と
し
て
、
燃
料
上
流
事
業
の
技
術
管
理
を
中
畠

章
央
、
渉
外
管
理
を
嶋
村
弘
之
が
担
っ
て
い
る
。

　

関
西
電
力
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
二
つ
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
流
権
益
を
保
有
し
て

い
る
。
一
つ
は
同
社
が
５
％
の
権
益
を
保
有
す

る
「
プ
ル
ー
ト
」、
も
う
一
つ
は
同
１
・
２
％

の
「
イ
ク
シ
ス
」
だ
。
プ
ル
ー
ト
は
、
パ
ー
ス

北
方
約
１
５
０
０
㎞
の
カ
ラ
サ
市
で
、
沖
合
約

２
０
０
㎞
の
海
底
ガ
ス
田
か
ら
生
産
さ
れ
る
天

然
ガ
ス
を
液
化
し
年
間
約
４
９
０
万
ｔ
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
を
輸
出
し
て
い
る
。
イ
ク
シ
ス
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
北
部
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
市
で
、
現
在
液

化
基
地
を
建
設
中
で
あ
り
、
沖
合
約
８
９
０

㎞
の
海
底
ガ
ス
田
か
ら
生
産
さ
れ
る
天
然
ガ

ス
を
液
化
し
年
間
約
８
９
０
万
ｔ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

を
輸
出
す
る
計
画
だ
。
一
方
、
関
西
電
力
は
、

２
０
１
２
年
５
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
プ

ル
ー
ト
か
ら
毎
年
約
２
０
０
万
ｔ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

調
達
し
て
お
り
、
イ
ク
シ
ス
か
ら
は
、
17
年
以

降
15
年
間
毎
年
80
万
ｔ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
調
達
す
る

予
定
だ
。

関
西
電
力
初
の

上
流
権
益
取
得
に「
挑
む
」

　

17
年
間
の
会
社
人
生
で
既
に
11
年
間
、
資
源

開
発
の
仕
事
に
携
わ
り
、
も
は
や
石
油
会
社
社

員
の
よ
う
と
笑
う
嶋
村
が
、
パ
ー
ス
に
赴
任
し

た
の
は
13
年
12
月
。
大
学
で
管
理
会
計
を
専
攻

し
、
入
社
後
に
は
米
国
公
認
会
計
士
も
取
得
。

出
向
先
の
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
（
国
際
石
油
開
発
帝

石
）
で
海
外
の
投
資
案
件
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
知
識
を
武
器
に
、
嶋
村

33

エネルギーチェーンの
上流を支える
電力・ガスの安全・安定供給に欠かせない化石燃料。
関西電力は、調達安定性と競争力確保の両立をめざし、オーストラリアのＬＮＧプロジェクト

「プルート」「イクシス」の燃料上流権益を獲得し、開発・生産を進めている。
プロジェクトの第一線で活躍する電力マンの仕事を追った。

パース

ダーウィン

シドニー

メルボルン

カラサ

プルートガス田

イクシスガス・コンデンセート田

オーストラリア
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プルートLNG基地を視察（オペレーター・Woodside社提供）プルートLNG基地（オペレーター・Woodside社提供）

イクシスガス田はダーウィン沖、約890kmの海底にある 中畠のニックネームは「ファルコン」

プルートLNG基地から日本へLNGを運ぶ
関西電力の自社LNG船「LNG EBISU」

（オペレーター・Woodside社提供）

原
料
ガ
ス
の
生
産
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
底
か
ら
数
千
ｍ
の
地
下

に
あ
る
の
で
「
ガ
ス
田
を
実
際
に
見
た
人
が
い

な
い
な
か
で
の
掘
削
は
挑
戦
」（
中
畠
）。
地
質

学
の
専
門
家
で
す
ら
掘
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
部
分
も
多
い
と
い
う
。

　

洋
上
リ
グ
か
ら
ド
リ
ル
で
海
底
に
穴
を
掘
っ

て
い
く
。
崩
れ
や
す
い
層
に
当
た
る
と
掘
削
が

進
ま
な
く
な
る
。
洋
上
リ
グ
の
使
用
料
だ
け
で

も
１
日
で
数
千
万
円
を
上
回
る
た
め
、
掘
削
を

止
め
る
か
続
け
る
か
場
所
を
変
え
る
か
、
意
思

決
定
が
少
し
で
も
遅
れ
る
と
莫
大
な
コ
ス
ト
増

に
な
る
。
Ｊ
Ｖ
参
画
者
と
し
て
、
迅
速
・
的
確

な
意
思
決
定
が
鉄
則
だ
。

　
「
我
々
は
、
地
質
学
な
ど
、
専
門
外
の
分
野

で
も
常
に
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
会
議
に

臨
ま
な
い
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
操
業
主
体
）
か

ら
の
報
告
す
ら
理
解
で
き
な
い
」
と
中
畠
は
知

識
の
習
得
に
余
念
が
な
い
。

数
千
人
vs
７
人

　

イ
ク
シ
ス
は
２
人
が
パ
ー
ス
に
赴
任
し
た
後

の
14
年
８
月
に
権
益
売
買
契
約
を
締
結
。
そ
の

後
、
Ｊ
Ｖ
契
約
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
契
約
、
工
事

契
約
等
の
承
継
手
続
き
を
、
15
年
１
月
に
完
了

し
た
。
千
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
30
〜

40
も
の
英
文
契
約
書
を
隅
々
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
。

見
落
と
し
て
い
る
リ
ス
ク
が
な
い
か
精
査
す
る

後
、
海
外
発
電
事
業
担
当
と
し
て
タ
イ
の
ロ
ジ

ャ
ナ
発
電
所
の
買
収
等
を
手
が
け
た
。
04
年
か

ら
は
燃
料
室
で
、
当
時
一
般
的
で
な
か
っ
た
Ｌ

Ｎ
Ｇ
の
ス
ポ
ッ
ト
調
達
に
挑
戦
。
そ
の
後
外
務

省
に
出
向
し
地
球
温
暖
化
関
連
の
業
務
に
携
わ

っ
た
後
、
再
び
火
力
事
業
本
部
に
戻
り
海
外
発

電
事
業
等
を
担
い
、
14
年
７
月
に
パ
ー
ス
に
赴

任
し
た
。

　

プ
ル
ー
ト
、
イ
ク
シ
ス
と
も
に
投
資
額
が
小

国
の
国
家
予
算
並
み
の
超
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
そ
れ
ぞ
れ
３
社
、
８
社
の
Ｊ
Ｖ
（
共
同
企

業
体
）
ゆ
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
や

重
要
な
意
思
決
定
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

日
々
、
参
画
会
社
が
集
ま
り
会
議
が
行
わ
れ
る
。

中
畠
ら
の
主
な
仕
事
は
、
連
日
こ
の
会
議
で
、

Ｊ
Ｖ
の
利
益
最
大
化
を
前
提
に
、「
我
々
の
意

向
に
沿
っ
た
形
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
よ
う

議
論
す
る
」
こ
と
。

　

と
は
い
え
、
毎
日
会
議
を
行
う
ほ
ど
連
日
何

か
起
き
て
い
る
の
か
？

誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
海
底
ガ
ス
田

　

中
畠
は
「
新
し
い
ガ
ス
田
を
掘
り
続
け
る
こ

と
が
上
流
事
業
の
大
き
な
仕
事
の
一
つ
だ
」
と

言
う
。
例
え
ば
、
操
業
中
の
プ
ル
ー
ト
の
場
合
、

海
底
か
ら
ガ
ス
田
ま
で
井
戸
を
掘
っ
て
天
然
ガ

ス
を
採
取
し
て
い
る
が
、
次
第
に
生
産
量
は
落

ち
て
く
る
。
だ
か
ら
常
に
新
し
い
井
戸
を
掘
り
、

は
、
上
流
事
業
投
資
・
事
業
管
理
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
き
た
。

　

そ
の
嶋
村
が
、
パ
ー
ス
赴
任
前
の
話
と
し
て

感
慨
深
げ
に
語
っ
た
最
初
の
試
練
は
、
07
年
、

関
西
電
力
が
初
の
燃
料
上
流
権
益
取
得
に
向
け

プ
ル
ー
ト
へ
の
参
画
を
検
討
し
て
い
た
時
期
に

遡
る
。
多
額
の
投
資
を
し
て
上
流
権
益
を
取
得

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
は

…
…
初
め
て
の
挑
戦
で
あ
る
だ
け
に
、
連
日
の

契
約
交
渉
に
加
え
、
意
思
決
定
に
向
け
た
資
料

収
集
や
分
析
、
投
資
意
義
等
の
説
明
に
追
わ
れ

た
。

　

意
義
の
一
つ
は
「
調
達
安
定
性
」。
権
益
を

取
得
し
上
流
事
業
へ
参
画
す
る
こ
と
で
、
燃
料

の
生
産
か
ら
受
入
ま
で
の
調
達
チ
ェ
ー
ン
に
直

接
関
与
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
二
つ
目
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
「
事
業
収
益
の
獲
得
」。

権
益
比
率
に
応
じ
、
投
資
収
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
燃
料
価
格
高
騰
時
に
燃
料
費
の
支
払

は
増
加
す
る
が
、
一
方
で
上
流
事
業
か
ら
の
投

資
収
益
の
受
取
が
増
加
す
る
た
め
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ヘ
ッ
ジ
が
期
待
で
き
る
。
三
つ
目
は
「
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
構
築
」
だ
。
Ｋ
Ｅ
Ｐ

Ｈ
Ａ
が
事
務
所
を
構
え
る
パ
ー
ス
市
内
に
は
世

界
の
石
油
メ
ジ
ャ
ー
や
資
源
企
業
が
５
０
０
ｍ

〜
１
㎞
の
範
囲
に
集
中
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
員
と
し
て
駐
在
し
、
世
界
の
資
源
開
発
の

プ
ロ
た
ち
と
日
常
的
に
情
報
交
換
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
の
は
、
予
想
以
上
の
収
穫

だ
と
い
う
。
嶋
村
は
、
パ
ー
ス
に
来
て
か
ら
、

で
き
る
限
り
多
く
の
人
に
、
名
前
を
覚
え
て
も

ら
う
た
め
に
、「
ハ
リ
ー
」
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
パ
ー
ス
赴
任
後
約

３
年
が
経
っ
た
今
、
街
な
か
を
歩
け
ば
「H

i, 

H
arry

」
と
声
を
か
け
ら
れ
な
い
日
は
な
い
。

折
衝
と
決
断
の
日
々

　

一
方
、
中
畠
は
大
学
で
の
専
攻
は
機
械
工
学

で
、
火
力
発
電
所
の
運
転
・
保
守
に
携
わ
っ
た

液化・貯蔵・出荷設備
（建設）

WA-350-P鉱区
（プルートガス田ほか）

ガスパイプライン
（約11km）

ガスパイプライン

海底

洋上
プラットフォーム
（180km沖合）

西オーストラリア州
北西部カラサ

プルートプロジェクト概観図

ダーウィン

イクシスガス・
コンデンセート田
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一
方
で
、
最
終
局
面
の
契
約
文
言
調
整
を
行
う

な
ど
、
な
か
な
か
骨
の
折
れ
る
仕
事
だ
っ
た
と

嶋
村
は
振
り
返
る
。

　

イ
ク
シ
ス
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
は
嶋
村
の
過
去
の
出
向
先
。
幹
部
に
知
る

人
が
多
い
の
は
心
強
い
が
、
現
地
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
議
が
主
。
な
に
ぶ
ん

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
パ
ー
ス
だ
け
で
数
千
人
、
日
本

人
は
１
割
弱
で
ほ
と
ん
ど
が
現
地
ス
タ
ッ
フ
だ
。

　

嶋
村
は
言
う
。「
数
千
人
の
プ
ロ
集
団
を
相

手
に
我
々
は
７
人
で
闘
っ
て
い
る
」
と
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ェ
ー
ン
の
最
上
流

　

ハ
ー
ド
な
日
々
の
な
か
、
彼
ら
は
ど
こ
に
仕

事
の
や
り
甲
斐
を
見
出
し
て
い
る
の
か
。

　
「
我
々
の
仕
事
は
、
関
西
電
力
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ェ
ー
ン
の
最
上
流
に
位
置
し
て
い
る
。
起
点

に
い
る
我
々
が
し
っ
か
り
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、

関
西
の
お
客
さ
ま
に
き
ち
ん
と
電
気
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
２
人
は
胸
を
張
る
。

　

加
え
て
燃
料
上
流
事
業
投
資
は
巨
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
り
、
そ
の
進
捗
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
や
日
本
の
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
る
。「
新
聞

に
載
る
仕
事
を
し
て
い
る
ん
だ
と
、
家
族
に
も

紹
介
で
き
る
」
と
嶋
村
は
笑
う
。

　

一
方
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
巨
大
さ
ゆ
え
、
オ

プルートJV会議

法律事務所で打ち合わせ中の嶋村膨大なページ数の契約書ＪＶ会議に向け、パース市街を急ぐ嶋村

取材・編集／田窪由美子

ペ
レ
ー
タ
ー
の
仕
事
は
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、

全
体
像
が
見
え
に
く
い
こ
と
も
あ
る
。「
我
々

は
少
人
数
ゆ
え
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
異
な
り
一

人
で
何
役
も
こ
な
す
必
要
が
あ
る
が
、
却
っ
て

全
体
を
俯
瞰
で
き
る
」
と
中
畠
。
困
難
か
つ
難

易
度
の
高
い
業
務
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
面
白
い

の
だ
と
。

か
ん
で
ん
印
を
、
世
界
へ

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
手
が
け
た
い
と
関
西
電
力

を
選
ん
だ
中
畠
は
、
海
外
駐
在
で
得
た
知
見
や

人
間
関
係
を
生
か
し
、「
か
ん
で
ん
印
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
世
界
各
地
に
届
け
た
い
」
と
抱
負
を

語
る
。
か
ん
で
ん
印
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
販
売
や
、
発

電
所
を
世
界
中
に
増
や
す
仕
事
に
、
こ
れ
か
ら

も
携
わ
り
た
い
と
。

　

嶋
村
も
言
う
。「
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
燃

料
上
流
事
業
の
新
規
開
拓
も
あ
る
。
プ
ル
ー
ト
、

イ
ク
シ
ス
に
続
く
上
流
事
業
投
資
や
そ
の
他
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
の
拡
大
を
通
じ
、
関
西
電
力

が
世
界
の
中
で
『
和
製
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企

業
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
日
を
夢
見
て
い
る
」

　

広
大
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
ハ
ー
ド
な
業

務
と
日
々
対
峙
し
て
こ
そ
の
自
信
と
と
も
に
、

壮
大
な
夢
が
紡
が
れ
て
い
る
。

題字　森　詳介（関西電力株式会社 相談役）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
波乱含みで明けた2017年。1月からOPECの原油減産が始まり、
2020年以降の気候変動対策の国際枠組・パリ協定は化石資源開
発に積極的とみられる米新政権の誕生で先行き不透明。ドイツの
脱原子力政策は電力会社の財産権を侵害したとして連邦政府に
損害賠償支払いが生じるとか。日本は、と言えば原子力再稼動が
進まないまま1次エネルギー自給率は僅か6％という状況が続く──。
今号のテーマは「地球資源」。豊田正和さん、秋元諭宏さん、松島
潤さんにお集まりいただいた［鼎談］では、エネルギー資源に対する
資源小国日本の立ち位置・アプローチを考えるとともに、続く［オピニ
オン］では、3人の識者・専門家に提言をいただきました。
原油価格の変動やエネルギー自由化による需給に不透明感が増
すなかで、［かんでんFOCUS］ではエネルギー競争時代の燃料戦
略について訊くと同時に、［現場力⤴最前線］では、オーストラリア
で上流権益を持つ二つのLNGプロジェクトの第一線で活躍する
電力マンの仕事を追いました。
資源小国日本の最大の資源は人材であるとも言われますが、私た
ちが厳しい現代社会を駆け抜けるため、まず必要なのは体力です。
2021年 生涯スポーツの祭典「ワールドマスターズゲームズ」が、アジ
アで初めて関西で開催。［旬発NIPPON］で紹介しました。
新しい年、行路を彩るたくさんの出会いに期待しつつ、新しい『躍』
をお届けします。（T）
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『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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